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１２月の市民課・保険年金課・税務課・収納課窓口延長日
は２、９、１６日です。午後７時まで利用できます。 

神島田連絡所（1３１－０７７３）では、土・日曜日（祝日・振替休日を除く）に住民
票の写しと印鑑登録証明書の交付（印鑑登録証が必要）を行っています。 

人権を守ろう 
官学連携 
平成２７年度上半期財政状況を公表します 
平成２６年度津島市人事行政の運営状況を公表します 
平成２８年度市・県民税の主な変更点 
パブリックコメント 
行政＆暮らしの情報 
私のカルテ 
保健センター行事 
市民相談 
年末年始の業務案内 
アンケート結果（市民病院） 
ご家庭の家具等固定に関するアンケート 
街角散歩 

いらっしゃいませ 
１１月６日 、津島北高校商業科３年生３７人が天王通り商店街で「北高
バザー」を開きました。 
「北高バザー」は、２００３年から商店街の活性化と働くことの難しさを学
ぶため、６月と１１月の年２回開いています。 
今回は、佐屋高校、稲沢高校の生徒さんが栽培した約４０種類の野菜

や花を仕入れ、販売しました。 
高校生たちの「いらっしゃいませ」の声が元気よく響くなか、多くのお客

さんで大盛況となりました。 
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マイナンバー制度について 
大切に保管しましょう　マイナンバーと通知カード 

個人番号カードを利用しましょう 

①提供を求めることができる者（国の行政機関や地方公共団体、勤務先など）
以外には、マイナンバーを提示する必要は一切ありません。 

②マイナンバーを、みだりに他人に知らせないようにしましょう。 
　また、法に定められた目的以外でマイナンバーを書き写したり、コピーしたり
することは法律で禁止されています。 
③マイナンバーが記載されている通知カードは、大切に保管してください。 
※通知カードの再発行は有料（５００円）となります。 
※視覚障がいのある方で、点字での表記を希望される方は津島市役所市民課
までお申し出ください。 

行政機関等がマイナンバーを電話や訪問で聞くことはありませんので、マイ
ナンバー制度を騙った不審なメール、手紙、訪問等には十分に注意してください。 
また、不安や不審な電話等を受けたら、警察や消費者ホットライン「１８８」へ

ご相談ください。 

マイナンバーを悪用した詐欺に注意！ 

・郵便申請 
　通知カードとともに届いた個人番号カード交付申請書に、必要事項を記入

　し顔写真を貼付して同封の返信用封筒で申請してください。 
・スマートフォン・パソコンによる申請 
①顔写真を撮影（スマートフォンまたはデジタルカメラで撮影し、保存してお
　　く） 
②申請用ＷＥＢサイトにアクセスし、メールアドレスを登録 

　個人番号カード申請　　検索 

③登録したメールアドレス宛に通知される申請者用の申請用ＷＥＢサイトに

　　アクセス 

④画面の案内に従って必要事項を入力し、顔写真を添付して送信 

個人番号カード申請方法 

▲通知カード 

▲交付申請書 

こんな時に利用できます 

・マイナンバーを証明する書類として 
マイナンバーの提示が必要な様々
な場面で、マイナンバーを証明する書
類として利用できます。 
 
・本人確認の際の身分証明として 
金融機関における口座開設・パスポ
ートの新規発給など、様々な場面で利
用できます。 
 
※個人番号カードの再発行は有料
（１,０００円、電子証明書発行手数料を
含む）となります。 

問合　市民課市民戸籍Ｇ　内線２１１４・２１１５ 

▲個人番号カード（表面） 

▲個人番号カード（裏面） 

「市政のひろば」つしま2015.12 ２ 

市役所　124-1111 特集 



申請の後は・・・ 
個人番号カード受け取りの手順 

①〈平成２８年１月中旬以降〉交付通知書（ハガキ）が申請者のご自宅へ届きます。 

②交付通知書に記載された期日までに市役所へ手続きに行きます。 

　持ち物　・通知カード　・交付通知書（ハガキ）　・本人確認書類（運転免許証等） 

　　　　　・住民基本台帳カード（お持ちの方のみ）　 

　　　　　・朱肉を使用する印鑑（住民基本台帳カードをお持ちの方のみ） 

③交付窓口で暗証番号を設定していただくと、カードが受け取れます。（初回のみ手数料無料） 

※個人番号カードを受け取る際は、原則として申請者本人が市役所までお越しください。 

 

　≪マイナンバー制度全般のご相談はこちら≫ 

　　内閣府　マイナンバー専用コールセンター　1０１２０‐９５０‐１７８（フリーダイヤル） 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1０５７０‐２０‐０１７８（有料） 

　　　　　　（平日：午前９時３０分～午後１０時、土・日・祝日（年末年始は除く）：午前９時３０分～午後５時３０分） 

　≪通知カードや個人番号カードのご相談はこちら≫ 

　　個人番号カードコールセンター　　　　　　1０５７０‐７８３‐５７８（有料） 

　　　　　　（平日：午前８時３０分～午後１０時、土・日・祝日（年末年始は除く）：午前９時３０分～午後５時３０分） 

 

今まで使っていた住基カードや電子証明はどうなるの？ 
住基カードの交付と住基カードへの電子証明書発行等の終了について 

マイナンバー（社会保障・税番号）制度の開始に伴い、住基カード交付および住基カードを利用した電子証明書の

登録（発行・更新）が平成２７年１２月２２日で終了します。平成２８年１月以降は、取得希望者に対し、電子証明書があらか

じめ搭載された個人番号カードの交付が始まります。なお、住基カードをお持ちの方が個人番号カードを取得するに

は、住基カードの返納が必要となります。 

・住基カードの交付は終了しますが、終了日までに交付された住基カードは、カード表面に記載されている有効期限

　日までご利用できます。 

・住基カードへの電子証明書の発行等は終了しますが、終了日までに登録した電子証明書は、登録日から３年間は有

　効です。 

 

公的個人認証サービスによる電子証明書の更新について 

インターネットを利用した電子申告 (ｅ‐Ｔａｘ)をご利用の方、電子証明書の更新の手続きはお済みですか？ 

 

注意事項 

有効期間を過ぎた場合や、有効期限内であっても住所や氏名に変更があった場合は、再度取得しないと電子申告

(ｅ‐Ｔａｘ)を利用できません。また、住基カード券面に記載されている有効期限は電子証明書の有効期限ではありませ

んので、ご注意ください。 

 

更新に必要なもの 

・住基カード 

・運転免許証、パスポートなどの官公署が発行した顔写真付きの身

　分証明書　 

※顔写真付きの住基カードをお持ちの方は、その他の身分証明書

　は不要です。 

受付時間　午前９時～午後４時３０分 
▲住基カード 

３ 「市政のひろば」つしま2015.12

市役所　124-1111特集 



   

１
９
４
８
年
１２
月
１０
日
、国
連
が「
世
界
人

権
宣
言
」
を
採
択
し
た
の
を
記
念
し
、毎
年
１２

月
１０
日
を「
人
権
デ
ー
」と
定
め
ま
し
た
。 

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、「
人
権
デ
ー
」
を
最
終
日
と
す
る
１
週
間

を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、人
権
尊
重
意
識
の

普
及
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

市
で
は
、日
ご
ろ
か
ら
人
権
問
題
学
習
講

座
の
開
催
や
、人
権
施
策
推
進
プ
ラ
ン
を
推

進
す
る
な
ど
、人
権
問
題
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。 

こ
の
人
権
週
間
を
契
機
に
、私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
あ
ら
た
め
て
人
権
に
つ
い
て
考
え
、差

別
や
偏
見
の
解
消
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。 

重
点
目
標 

『
み
ん
な
で
築
こ
う
　
人
権
の
世
紀 

　
　
―
考
え
よ
う
　
相
手
の
気
持
ち 

　
　
　
　
　
育
て
よ
う
　
思
い
や
り
の
心
―
』 

・
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う 

・
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う 

・
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ
う 

・
障
が
い
の
あ
る
人
の
自
立
と
社
会
参
加
を

進
め
よ
う 

・
同
和
問
題
に
関
す
る
偏
見
や
差
別
を
な
く

そ
う 

・
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を
深
め
よ

う 

・
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う 

・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
等
に

対
す
る
偏
見
や
差
別
を
な
く
そ
う 

・
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す
る
偏
見

や
差
別
を
な
く
そ
う 

・
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
に
配
慮

し
よ
う 

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人
権
侵
害

を
な
く
そ
う 

・
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
対

す
る
認
識
を
深
め
よ
う 

・
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
を
な

く
そ
う 

・
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
偏
見
や
差
別
を

な
く
そ
う 

・
性
同
一
性
障
が
い
を
理
由
と
す
る
偏
見
や

差
別
を
な
く
そ
う 

・
人
身
取
引
を
な
く
そ
う 

・
東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る
偏
見
や
差
別

を
な
く
そ
う 

          

   

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、男
女
の
立
場

を
対
等
と
し
、性
別
に
縛
ら
れ
ず
、一
人
ひ
と

り
の
個
性
と
能
力
が
発
揮
で
き
、あ
ら
ゆ
る

分
野
で
互
い
に
意
見
を
出
し
合
い
、喜
び
や

責
任
を
分
か
ち
合
う
社
会
で
す
。 

こ
の
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
は
、女

性
の
人
権
の
確
立
と
と
も
に
高
齢
化
、少
子

化
、環
境
問
題
な
ど
社
会
が
直
面
し
て
い
る

様
々
な
課
題
に
対
応
し
、活
力
あ
る
社
会
を

作
る
大
き
な
鍵
な
の
で
す
。 

家
庭
、職
場
、地
域
、社
会
の
分
野
で
、「
女

だ
か
ら
」「
男
だ
か
ら
」
と
い
う
固
定
化
さ
れ

た
役
割
分
担
意
識
や
慣
行
に
と
ら
わ
れ
る
こ

と
な
く
、女
性
も
男
性
も
お
互
い
の
人
権
を

尊
重
し
、認
め
合
い
、お
互
い
に
協
力
し
合
う

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
し

ょ
う
。 

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
の
た
め
に 

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
を
目
指
し
て

い
く
た
め
に
は
、行
政
は
も
と
よ
り
、市
民
・

事
業
者
・
各
種
団
体
が
相
互
に
連
携
し
、一
体

と
な
っ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
　
　 

私
た
ち
の
国
の
憲
法
に
は
個
人
の
尊
重
、

法
の
下
の
平
等
が
う
た
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
、依
然
と
し
て
男
女
間
の
格
差
が

存
在
し
、性
別
に
よ
る
不
平
等
感
を
感
じ
る

人
が
多
く
い
ま
す
。 

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
の

個
性
や
能
力
が
あ
り
ま
す
。
男
だ
か
ら
、女
だ

か
ら
と
い
う
理
由
で
生
き
方
や
選
択
の
幅
が

制
約
・
制
限
さ
れ
る
の
は
、人
権
が
尊
重
さ
れ

る
社
会
と
は
い
え
ま
せ
ん
。 

女
性
の
更
な
る
活
躍
へ
の
支
援
、仕
事
と

生
活
の
調
和
を
図
る
た
め
の
就
業
環
境
づ
く

り
な
ど
、よ
り
一
層
総
合
的
か
つ
効
果
的
に

進
め
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

ま
ず
、一
人
ひ
と
り
が
日
常
当
た
り
前
だ

と
思
っ
て
い
る
こ
と
を
見
つ
め
な
お
す
こ
と
が

大
切
で
す
。 

   

人
権
人
権
を
守
ろ
う
 

人
権
人
権
を
守
ろ
う
 

人
権
人
権
を
守
ろ
う
 

人
権
を
守
ろ
う
 

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
 

目
指
し
て
 

１２
月
４
日

〜
１０
日

人
権
週
間
 

人KENまもる君 
人権イメージキャラクター 

人KENあゆみちゃん 
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問
合
　
人
権
推
進
課
人
権
同
和
行
政
推
進
Ｇ
 

　
　
　
内
線
２
２
７
1



官
学
連
携

官
学
連
携 

  
 

市
で
は
、平
成
２７
年
１０
月
１５
日
に
、北
名
古

屋
市
に
あ
る
名
古
屋
芸
術
大
学
と
の
連
携
・

協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。 

名
古
屋
芸
術
大
学
と
は
、平
成
２３
年
度
か

ら
連
携
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、さ
ら
に
地
域
社

会
の
発
展
と
人
材
の
育
成
を
推
進
す
る
た
め
、

包
括
的
な
連
携
協
定
を
締
結
し
た
も
の
で
す
。 

今
後
は
、地
域
の
解
決
す
べ
き
問
題
に
対

応
す
る
た
め
、地
域
の
活
性
化
、教
育
・
産
業

の
振
興
等
、こ
れ
ま
で
以
上
に
幅
広
い
分
野

で
連
携
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。 

問
合
　
企
画
政
策
課
行
政
経
営
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
３
３
１ 

    
           

    

市
で
は
、平
成
２７
年
１０
月
１５
日
に
、名
古
屋

芸
術
大
学
と
の
協
働
企
画
で
あ
る
「
ふ
れ
あ

い
バ
ス
の
車
窓
か
ら
」
報
告
会
を
開
催
し
ま

し
た
。こ
の
企
画
は
ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
利
用
促

進
を
図
る
た
め
、デ
ザ
イ
ン
学
部
の
学
生
が
ふ

れ
あ
い
バ
ス
の
運
行
エ
リ
ア
等
の
魅
力
を
デ

ザ
イ
ン
し
た
作
品
を
制
作
し
た
も
の
で
す
。 

報
告
会
で
は
、学
生
が
作
品
を
示
し
な
が
ら
、

１
乗
車
１
０
０
円
で
ど
こ
で
も
行
け
る
手
軽

さ
や
、バ
ス
停
付
近
に
多
く
の
飲
食
店
が
あ

る
こ
と
、親
子
で
利
用
す
る
こ
と
な
ど
、作
品

の
コ
ン
セ
プ
ト
の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。 
 

ふ
れ
あ
い
バ
ス
は
市
内
４
コ
ー
ス
を
１
乗

車
１
０
０
円（
た
だ
し
、小
学
生
以
下
の
児
童

は
無
料
）で
、ど
な
た
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。
市
内
の
移
動
は
ふ
れ
あ
い
バ
ス
を
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

コ
ー
ス
概
要 

Ａ
コ
ー
ス（
公
共
施
設
巡
回
コ
ー
ス
） 

　
運
行
…
月
〜
土
、１
日
６
便 

Ｂ
コ
ー
ス（
神
島
田
コ
ー
ス
） 

　
運
行
…
月
〜
土
、１
日
４
便 

Ｃ
コ
ー
ス（
神
守
北
回
り
コ
ー
ス
） 

　
運
行
…
月
〜
土
、１
日
４
便 

Ｄ
コ
ー
ス（
神
守
南
回
り
コ
ー
ス
） 

　
運
行
…
月
〜
土
、１
日
４
便 

名
古
屋
芸
術
大
学
と
の
連
携
・
協
力
 

に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
 

名
古
屋
芸
術
大
学
と
の
ふ
れ
あ
い
 

バ
ス
利
用
促
進
協
働
企
画
報
告
会
 

開
催
し
ま
し
た
 

申
　
塚 

津
島
郵
便
局 

A-１３ A-１２ 

ろ
う
き
ん
津
島 

A-１１ 

文
化
会
館 
A-１０ 

藤
波
中
学
校
西 

ハローワーク南 

A-９ 

古
川
町 

A-５ 

百
島
町 

C-１８ 

高
台
寺 

D-８ 

白
浜
町 

D-７ 
百
　
町 

D-６ 

莪
原
町 

D-１３ 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
東 

D-１２ 

大
坪
町 

D-１１ 

み
ど
り
台 

D-５ 

江
南
住
宅
口 

D-４ 

神
尾
町 

D-１０ 

百
島
幼
稚
園
東 

C-１９ 

牛
田
町 

C-２０ 

市
役
所 

津
島
駅 

ア
ル
テ
津
島 

ヨ
シ
ヅ
ヤ
本
店 

市
民
病
院 

A-６ 
B-２９ 
Ｃ-２３ Ｃ-２４ Ｃ-１ Ｃ-２５ 
Ｄ-１９ Ｄ-２０ D-１ D-２１ 

A-４ A-３ 
B-３ B-２７ B-２ B-２８ 
C-３ C-２１ C-２ C-２２ 
Ｄ-３ Ｄ-１７ D-２ D-１８ 

A-８ 

清林館高校 

A-２４ 

新　開 

B-２６ B-４ 

地域文化広場西口 

B-２５ B-５ 

唐臼北 

B-２４ B-６ 

唐臼 

B-２３ B-７ 

唐臼東 

B-２２ B-８ 

永宝団地南 

B-２１ B-９ 

神島田連絡所 

B-２０ B-１０ 

神島田小学校 

B-１９ B-１１ 

神島田祖父母の家 

B-１８ B-１２ 

上春日台 

B-１７ B-１３ 

下春日台 

B-１６ B-１４ 

永和駅北口 

B-１５ 

南本町３丁目 

A-２３ 

南本町５丁目 

A-２２ 

東中地町 

図書館 

A-２１ 

津島神社南 

A-１６ 

西地域防災コミュニティセンター 

A-１５ 

保健福祉センター 

A-１４ 

南門前 

A-１７ 

老人福祉センター 

A-１８ 

老松住宅 

A-１９ 

A-２０ 

アメニティつしま 

A-７ 

越津町西 

C-４ 

宇治団地 

C-５ 

越津町 

D-１６ 

宇治町 

C-６ 

蛭間小学校南 

C-７ 

青塚駅南口 

C-８ 

津島東高校 

C-１２ 

神守西 

C-１３ 

神守支所西 

C-１４ 

こがね団地 

C-１５ 

神守支所北 

C-１５ 
神守住宅 

D-１４ 

金柳町 

D-９ 

神守中学校南 

C-１６ 

生涯学習センター 

C-１７ 

蛭間東 

C-１１ 

喜多神団地 

C-１０ 

青塚団地 

C-９ 

東柳原町南 

A-２ 

A-１ A-２５ 
B-１ B-３1 

 
B-３０ 
 

凡　例 

Aコース 
Bコース 
Cコース 
Dコース 

官
学
連
携

官
学
連
携 

官
学
連
携 

※
詳
し
く
は
、ふ
れ
あ
い
バ
ス
時
刻
表

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。 

※
月
〜
土
曜
日
が
祝
日
で
も
運
行
し
ま

す
。 

　
た
だ
し
、年
末
年
始（
１２
月
２９
日
〜
１

月
３
日
）は
運
休
し
ま
す
。 

ふ
れ
あ
い
バ
ス
時
刻
表
設
置
場
所 

　
市
役
所
、神
守
支
所
、神
島
田
連
絡
所
、

文
化
会
館
、総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
、市
民
病
院
、児
童
科
学
館
、市
立

図
書
館
、老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、わ
ざ
・

語
り
・
伝
承
の
館
、津
島
総
合
案
内

所（
名
鉄
津
島
駅
構
内
）、市
情
報
コ

ー
ナ
ー（
ヨ
シ
ヅ
ヤ
本
店
内
） 

問
合
　
企
画
政
策
課
行
政
経
営
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
３
３
１ 

ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
コ
ー
ス 
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税 目 

平
成
平
成
27
年
度
年
度 

上
半
期
財
政
状
況

上
半
期
財
政
状
況
を 

公
表
公
表
し
ま
す 

平
成
平
成
27
年
度
年
度 

上
半
期
財
政
状
況

上
半
期
財
政
状
況
を 

公
表
公
表
し
ま
す 

平
成
27
年
度 

上
半
期
財
政
状
況
を 

公
表
し
ま
す 

市
で
は
、年
２
回
「
財
政
状
況
」
を
公
表

し
て
い
ま
す
。  

市
の
収
入
や
支
出
の
状
況
、市
税
の
負
担

状
況
を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。  

今
回
は
、平
成
２７
年
９
月
３０
日
現
在（
平
成

２７
年
４
月
〜
９
月
）の
状
況
で
す
。  

 

（
１
万
円
未
満
四
捨
五
入
） 

問
合
　
財
政
課
財
政
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
３
４
３
・
２
３
４
４ 

人口６４,１９０人　世帯数２５,７２９世帯　（住民基本台帳：平成２７年９月３０日現在） 

一般会計歳入 

予 算 現 額  ２００億２,９５４万円 

市 税  

国 庫 支 出 金  

地 方 交 付 税  

市 債  

県 支 出 金  

そ の 他  

８３億１,５０１万円 
４９億６,０４８万円 
２８億  ５６９万円 
１０億１,０４５万円 
２５億５,０００万円 
１９億２,０３９万円 
１６億７,６７０万円 

０円 
１４億 ８２６万円 
１億８,１０７万円 
３２億７,３８８万円 
２０億８,１３４万円 

収 入 済 額  １０１億５,３７３万円 
収 入 率  

項 目 

５０.７% 

上 段 ： 予 算 現 額  
下 段 ： 収 入 済 額  

一般会計歳出 

【市税内訳】 

【財産の状況】 【一時借入金】 

一時借入金 

０円 

予 算 現 額  ２００億２,９５４万円 

５８億 ７７６万円 
２３億４,８９１万円 
２２億３,９８４万円 
８億 ２０８万円 

２０億２,６９０万円 
７億 ７９５万円 
１７億 １９４万円 
７億３,５６１万円 
１５億３,７５６万円 
７億６,０５５万円 
６７億１,５５４万円 
３５億９,２３１万円 

支 出 済 額  ８９億４,７４１万円 
執 行 率  

項 目 

民 生 費  

総 務 費  

教 育 費  

衛 生 費  

公 債 費  

そ の 他  

４４.７% 

上 段 ： 予 算 現 額  
下 段 ： 支 出 済 額  

予算現額 
１人当たりの 
負担額 

１世帯当たりの 
負担額 

市 民 税  

固定資産税  

軽自動車税  

市 た ばこ税  

都市計画税  

計 

３７億６,２２７万円 

３５億５,４８５万円 

１億１,８７７万円 

４億４,２６１万円 

４億３,６５１万円 

８３億１,５０１万円 

５万８,６１１円 

５万５,３８０円 

１,８５０円 

６,８９５円 

６,８００円 

１２万９,５３６円 

１４万６,２２７円 

１３万８,１６５円 

４,６１６円 

１７,２０３円 

１６,９６６円 

３２万３,１７７円 

会 計 名  残 高  

【市　　債】 

一 般 会 計  

住宅新築資金等貸付事業 

コミュニティ・プラント事業 

流域関連公共下水道事業 

上 水 道 事 業  

下 水 道 事 業  

病 院 事 業  

計 

１５６億５,９２１万円 

１,３０４万円 

８,７２７万円 

５３億７,８３６万円 

２０億２,４５４万円 

９億４,０７１万円 

１０２億８,４７８万円 

３４３億８,７９１万円 

基　　金 

１５億１,３７１万円 

債　　権 

２億１６９万円 

有価証券 

１億１,０８０万円 

建　　物 

２０７,５０７㎡ 

土　　地 

７５５，０１０㎡ 

「市政のひろば」つしま2015.12 ６ 
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平成２７年度 会計別執行状況 

会　計　名 

収益的 

資本的 

収益的 

資本的 

収益的 

資本的 

収入 
支出 
収入 
支出 
収入 
支出 
収入 
支出 
収入 
支出 
収入 
支出 

１３億７,５８３万円 
１２億９,２６５万円 
６億２,８７５万円 
８億３,１０３万円 
３億６,９６３万円 
３億３,６６９万円 
１億７,４９３万円 
３億３,２９２万円 

１００億３,６７４万円 
１００億２,９８６万円 
８億２,７２０万円 
１５億４,８５１万円 

 

予算現額 収入済額 
（収入率〈％〉） 

病院 
事業 

上水道 
事業 

下水道 
事業 

一般会計 

特別会計 

企業会計 

国民健康保険 

住宅新築資金等貸付事業 

コミュニティ・プラント事業 

介護保険 

流域関連公共下水道事業 

後期高齢者医療 

２００億２,９５４万円 

会　計　名 収入済額 支出済額 

企業会計 

【平成２６年度　決算の状況】 

会　計　名 収入済額 支出済額 

一般会計 

特別会計 

２１５億６,５７４万円 ２０７億６,７９８万円 

国民健康保険 

住宅新築資金等貸付事業 

コミュニティ・プラント事業 

介護保険 

流域関連公共下水道事業 

後期高齢者医療 

６６億５,２１２万円 

１,６０７万円 

７,２８６万円 

４６億１５万円 

９億１,０４１万円 

１２億９,３７９万円 

６７億９６９万円 

６８６万円 

７,１３４万円 

４４億１,７５７万円 

８億９,６６９万円 

１２億８,０５６万円 

７７億５,４０４万円 

５２０万円 

６,６１９万円 

４５億８,４１０万円 

１３億２,８９８万円 

１３億３,９７３万円 

１０１億５,３７３万円 
５０.７％ 

３３億５,３８４万円 

１,１３７万円 

３,１１５万円 

２４億２,６６６万円 

２億３０９万円 

６億６,６７１万円 

４３.３% 

２１８.６% 

４７.１% 

５２.９% 

１５.３% 

４９.８%

３３億２,４８８万円 

１７１万円 

２,５７７万円 

１８億３,０２９万円 

４億４,１９２万円 

５億２,０５５万円 

４２.９% 

３２.９% 

３８.９% 

３９.９% 

３３.３% 

３８.９%

６億２,５９５万円 

１,４４７万円 

１億３,２５４万円 

０円 

４４億５,４８７万円 

４億１,５２０万円 

 

支出済額 
（執行率〈％〉） 
８９億４,７４１万円 

４４.７％ 

４億８,６１６万円 

８,６４９万円 

７,４４３万円 

９,３４７万円 

３７億８,７６１万円 

５億５,２６１万円 

４５.５% 

２.３% 

３５.９% 

０% 

４４.４％ 

５０.２％ 

３７.６% 

１０.４% 

２２.１% 

２８.１% 

３７.８％ 

３５.７％ 

収益的 

資本的 

収益的 

資本的 

収益的 

資本的 

上水道事業 

下水道事業 

病院事業 

１３億７,４５４万円 
 

３億９,２２４万円 
 

３億６,５９２万円 
 

１億３,１１４万円 
 

８９億９,８９４万円 
 

８億８,２６７万円 
 
 
 
 

１２億９,４０８万円 
 

６億７,０１６万円 
 

３億３,８２５万円 
 

２億４,４１９万円 
 

１１４億５,５７３万円 
 

１３億５,８４１万円 
 
 
 
 

※病院事業については、公営企業会計制度の見直しによる特別損失の
影響から収益的支出が多くなっています。 

※ 
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　職員の健康管理のため、1年に1回定期健康診断または人
間ドックを受診させています。 
　また、深夜業務および放射線業務等の従事者に対して、上記
健康診断に加えて特別健康診断を実施しています。 

１　職員の勤務時間（標準的なもの） 

１　職員の分限処分の状況 

１　研修の状況 

営利企業等への従事許可の状況 

１　職員の定期健康診断の状況 

２　公務災害認定の状況 

問合　人事秘書課人事Ｇ　内線２３１３ 

３　津島市公平委員会に対する措置要求および 
　　不服申立ての状況 

２　勤務成績の評定の状況 

２　職員の懲戒処分の状況 

２　主な休暇の状況 

７　特別職の報酬等の状況 

３　育児休業等の取得の状況 

勤務時間 

種　類 

年次有給休暇 

病気休暇 

特別休暇 

１年につき２０日付与 

概　　　　　　要 

休憩時間 

１２：００～１３：００ 
８:３０～１７:１５ 

（休憩時間を除き７時間４５分） 

時間外勤務 
手　　　当 

平成２６年度普通会計決算額 

１人当たり平均支給月額 

支給職員の割合 

１人当たり平均支給月額 

配偶者　　　　　１３,０００円 
その他　１人につき６,５００円 
（配偶者がいない場合の１人目は１１,０００円） 
（１５歳～２２歳の子１人につき５,０００円加算） 

１２,０００円を超える家賃の 
額に応じ、最高２７,０００円 

５５,０００円を限度とし、 
運賃相当額の範囲内で支給 

３,１００円 

通勤距離に応じ、 
最高２４,５００円 

手当の種類 危険手当、市税徴収手当、税務 
調査手当、不快手当ほか８種類 

１３１,３４１千円 

３３,５７４円 

２５.６% 

６,６０９円 
特殊勤務 
手　　当 

扶養手当 

住居手当 

通勤手当 

区　分 

育児休業取得者 

男性 

女性 

１人 

理由 

心身の故障 

職務中の負傷 

８件 

出張中の負傷 

０件 

通勤中の負傷 

１件 

計 

９件 

免職 

０人 

降任 

０人 

休職 

１６人 

理由 

法令違反 

職務上の義務違反 

研修区分 

概 　 要  

対 象 者  

評価期間 

医療職を除く部長級、課長級職員（計５７人） 

平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日 

主な研修名 

一般研修 

専門研修 

延受講者数 

６０６人 

５９１人 

免職 停職 減給 戒告 

０人 ０人 ０人 ０人 

０人 ０人 ０人 ０人 

０人 ０人 １人 ０人 

５１人 

部分休業取得者 

０人 

４０人 

育児短時間勤務 

０人 

６人 

給料月額等 期　末　手　当 

給料 
市�長 

副市長 

９２４,０００円 

７７６,０００円 ６月期 
１２月期 
計 

１.４月分 
１.７月分 
３.１月分 議�長 

副議長 

議�員 

４８１,０００円 

４４１,０００円 

４１７,０００円 

報酬 

１件 

０件 

借家・借間  
居 住 者  

交通機関等 
利 用 者  

交 通 用 具  
利 用 者  

持 家 者  

選挙権の行使、結婚、出産、交通機関の事
故その他の特別の事由により職員が勤務
しないことが相当である場合 

負傷または疾病のため療養する必要があ
る場合 

全体の奉仕者た
るにふさわしく
ない非行 

一般職員研修、係長研修、課長研
修など 

職員の職務活動を評価し、職員の能力開発と
適材適所の職員配置等を目的とした人事考課
制度を試行実施しています。(課長級以上に本
格実施)

地方自治法研修、地方公務員法研修、
民法研修など 

職員の分限および懲戒処分の状況 

職員の服務の状況 

職員の研修および勤務成績の評定の状況 

職員の福祉および利益の保護の状況 

職員の勤務時間　その他の勤務条件の状況 

「市政のひろば」つしま2015.12 ８ 
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平成２６年度 

津島市人事行政の運営状況を公表します 
平成２６年度 

津島市人事行政の運営状況を公表します 
平成２６年度 

津島市人事行政の運営状況を公表します 
津島市の人事行政運営の公正性や透明性を高めるため、職員の給与、勤務条件、福利厚生などについて公表します。 
なお、今回掲載したものは概要版です。より詳細な資料を市ホームページに掲載していますのでご覧ください。 

（特に記載のない限り平成２６年４月１日現在、特別職および教育長を除く数値です。） 

職員の任免および職員数に関する状況 

職員の給与の状況 

１　平成２６年度における職員の任免の状況 

２　職員数の状況 

１　人件費の状況（平成２６年度普通会計決算） 

２　職員給与費の状況（平成２６年度普通会計決算） 

平成２６年 
４月１日 

区　　分 

９３２人 
（５０人） 

１６４人 
（２０人） 

７８人 
（１２人） 

１,０１８人 
（５８人） 

一般行政 
部　　門 

２８３人 
（２８人） 

２８６人 
（３１人） 

３人 
（３人） 

住民基本台帳人口 
(H２７.３.３１)

歳　出　額 
Ａ 

人　件　費 
Ｂ 

人件費率 
（Ｂ／Ａ） 

　　　　　人 
６４,２４３ 

職員数 

区　分 初任給 経験年数１０年 経験年数２０年 

大学卒 １７８,８００円 ２５１,５２０円 ３５８,５３８円 

高校卒  １４４,５００円 

　　人 
３８４ 

給�料 

　　　千円 
１,４７８,７５８ 

職員手当 

　　千円 
３２６,５８７ 

期末・勤勉手当 

　　千円 
５４７,４５３ 

計 

　　　千円 
２,３５２,７９８ 

　　　　千円 
２０,８０１,５８２ 

　　　　千円 
３,８１３,４２７ 

　　　　　% 
１８.３ 

特別行政 
部　　門 

１０２人 
（９人） 

９９人 
（１３人） 

▲３人 
（４人） 

公営企業等 
会 計 部 門  

５４７人 
（１３人） 

６３３人 
（１４人） 

８６人 
（１人） 

合　　計 ９３２人 
（５０人） 

１,０１８人 
（５８人） 

８６人 
（８人） 

期末・勤勉 
手　　  当 

 

６月期 

１２月期 

計 

 

 

勤続２０年 

勤続２５年 

勤続３５年 

最高限度 

その他 
加算措置 
 

１人当たり 
平均支給額 

期末手当 

１.２２５月分 

１.３７５月分 

２.６月分 

職制上の段階、職務の等級による加算措置有 

自己都合 

２０.４４５月 

２９.１４５月 

４１.３２５月 

４９.５９月 

 

勤勉手当 

０.６７５月分 

０.８２５月分 

１.５月分 

 

勧奨・定年 

２５.５５６２５月 

３４.５８２５月 

４９.５９月 

４９.５９月 
退職手当 

地域手当 

支給対象地域 

支給率 

１人当たり平均支給月額 

全地域 

３％ 

１０,７３８円 

平成２７年 
４月１日 

退職者数 採用者数 

増減 平成２６年 
４月１日 

平成２７年 
４月１日 

採用者数は、平成２６年４月２日から平成２７年４月１日に採用した人数です。 
(　)内は再任用短時間勤務職員であり、外書きです。教育長含む。 
 

４　平均給料月額等の状況 

５　一般行政職の級別職員数 

６　主な職員手当の状況 

区　　　分 

区分 

１級 

２級 

３級 

４級 

５級 

６級 

７級 

８級 

計 

標準的な職務内容 

主事・技師 

主事(相困)・技師(相困) 

主査 

統括主任・主査(特困) 

補佐 

課長・主幹 

次長・課長(相困)  

部長 

職員数 構成比 

５４人 

２０人 

６０人 

８２人 

３３人 

１１人 

２２人 

９人 

２９１人 

１８.５% 

６.９% 

２０.６% 

２８.２% 

１１.３% 

３.８% 

７.６% 

３.１% 

１００.０%

一般行政職 

平均給料月額 

３２５,７００円 

平均給与月額 

４２３,９５７円 

平均年齢 

４２.９歳 

平均給与月額は、平成２６年４月分の給料および職員手当（期末・勤勉手当を除く。） 
の合計を平成２６年４月の職員数で除したものです。 

※相困…相当困難な業務を処理 
　特困…特に困難な業務を処理 
 

休職者、派遣職員を含み、臨時・非常勤職員を除きます。 
平成２７年度より任期付職員を含みます。 
(　)内は再任用短時間勤務職員であり、外書きです。教育長含む。 

人件費には、特別職および教育長に支給される給料、報酬等を含みます。 

職員手当には、退職手当は含みません。 

３　一般行政職の初任給等の状況 
１１,２７３千円 ２２,５３７千円 

定年前早期退職特例措置 
（２～２０％加算） 

平成２６年度 

津島市人事行政の運営状況を公表します 

９ 「市政のひろば」つしま2015.12

市役所　124-1111平成２６年度津島市人事行政の運営状況 

 



  
◆
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
よ
る
個
人
住
民
税

の
特
例
控
除
限
度
額
の
拡
充 

ふ
る
さ
と
納
税
に
お
け
る
特
例
控
除
額
の

上
限
が
、個
人
住
民
税
所
得
割
額
の
１
割
か

ら
２
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。(

平
成
２７

年
１
月
１
日
以
後
の
寄
附
金
か
ら
適
用) 

◆
ふ
る
さ
と
納
税
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
の
創
設 

平
成
２７
年
４
月
１
日
以
降
に
ふ
る
さ
と
納

税
を
さ
れ
た
方
で
、一
定
の
要
件
に
該
当
す

る
方
は
、確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
な

く
税
制
上
の
優
遇
措
置
を
受
け
ら
れ
る
「
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
制
度
」が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

(

平
成
２７
年
４
月
１
日
以
後
の
寄
附
金
か
ら

適
用) こ

の
場
合
、所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所

得
税
に
お
け
る
軽
減
額
に
相
当
す
る
額
が「
申

告
特
例
控
除
」
と
し
て
個
人
住
民
税
所
得
割

額
か
ら
軽
減
さ
れ
ま
す
。 

た
だ
し
、次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

合
は
、ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
制
度
の
適
用
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

・
確
定
申
告
書
の
提
出
が
必
要
な
方（
給
与

以
外
に
営
業
や
不
動
産
所
得
等
が
あ
る
方

の
ほ
か
、医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と
す

る
場
合
や
、源
泉
徴
収
票
に
明
記
さ
れ
て

い
な
い
方
を
扶
養
親
族
に
す
る
場
合
も
同

様
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
制
度
の
適
用
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
） 

・
確
定
申
告
書
や
市
・
県
民
税
申
告
書
を
提

出
し
た
方 

・
ふ
る
さ
と
納
税
先
が
５
団
体
を
超
え
る
方 

・
申
告
特
例
申
請
書
に
記
載
し
た
市
区
町
村

と
寄
附
し
た
年
の
翌
年
１
月
１
日
に
お
住

ま
い
の
市
区
町
村
が
異
な
る
方 

・
平
成
２７
年
１
月
か
ら
３
月
末
ま
で
に
ふ
る

さ
と
納
税
を
し
た
方 

                            

◆
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
制
度
の
見
直
し 

平
成
２８
年
１０
月
以
後
に
実
施
す
る
特
別
徴

収
か
ら
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
制
度
の

見
直
し
が
行
わ
れ
ま
す
。 

・
仮
徴
収
税
額
の
算
定
方
法
の
見
直
し 

　
特
別
徴
収
額
の
平
準
化
を
図
る
た
め
、仮

徴
収
税
額
が
、前
年
度
分
の
公
的
年
金
等

に
係
る
個
人
住
民
税
額
の
２
分
の
１
に
相

当
す
る
額
と
な
り
ま
す
。 
                 

・
転
出
、税
額
変
更
の
場
合
の
特
別
徴
収
の

継
続 

公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
対
象
者
が
他

市
町
村
に
転
出
し
た
場
合
や
特
別
徴
収
税
額

に
変
更
が
生
じ
た
場
合
、特
別
徴
収
は
停
止

と
な
り
、普
通
徴
収
に
切
り
替
わ
っ
て
い
ま
し

た
が
、一
定
の
要
件
の
下
で
特
別
徴
収
が
継

続
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

問
合
　
税
務
課
市
民
税
Ｇ 

　
内
線
２
２
０
１
〜
２
２
０
４ 

  
 

毎
月
の
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
か
ら
所
得
税
が

源
泉
徴
収
さ
れ
、１２
月
に
年
末
調
整
で
所
得

税
の
過
不
足
が
精
算
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
年
末
調
整
の
対
象
と
な
る
方
は
、勤

務
先
に「
給
与
所
得
者
の
扶
養
控
除
等（
異
動
）

申
告
書
」
を
提
出
し
て
い
る
方
で
す
。 

年
末
調
整
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
年

の
所
得
税
の
税
額
が
確
定
す
る
た
め
、確
定

申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、次
の

場
合
な
ど
は
確
定
申
告
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。 

・
給
与
収
入
が
２
０
０
０
万
円
を
超
え
る
場

合 

・
平
成
２７
年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費
が
あ
り
、

医
療
費
控
除
が
必
要
な
場
合 

・
給
与
所
得
お
よ
び
退
職
所
得
以
外
に
２０
万

円
を
超
え
る
所
得
が
あ
る
場
合 

・
２
カ
所
以
上
の
事
業
所
な
ど
か
ら
給
与
・

賃
金
を
受
け
て
い
る
場
合（
所
得
の
要
件

等
に
よ
り
確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
） 

問
合 所

得
税
に
つ
い
て 

　
津
島
税
務
署
　
1
２６
ー

２
１
６
１ 

市
・
県
民
税
に
つ
い
て 

　
税
務
課
市
民
税
Ｇ 

　
内
線
２
２
０
１
〜
２
２
０
４ 

 

平
成
２８
年
度
市
・
県
民
税
の
主
な
変
更
点
 

年
末
調
整
に
つ
い
て
 

※本改正は、仮徴収税額の算定方法の見直しを行うもので 
あり、新たな税負担を生じさせるものではありません。 

仮徴収 

改正前 

改正後 

本徴収 

６月 

前年度分の本徴収額÷３ 
(前年２月と同額)

(前年度分の年税額×１/２)÷３ 

４月 ８月 １０月 １２月 

(年税額－仮徴収額)÷３ 

(年税額－仮徴収額)÷３ 

２月 

年末調整はされている 
①はい　 
②いいえ 

給与は1カ所から　①はい　　②いいえ 

ふるさと納税をした先は 
①５団体以内　　 
②５団体を超える 

寄附した年と翌年 
１月１日の住所が 
①同じ　②異なる 

 

１～３月末までに 
ふるさと納税をした 
①いいえ　②はい　 

ワンストップ特例が 
適用できます。 

確定申告が必要です。 
（所得の要件等により、確定申告ではなく市・県民税の申告が必要になる場合があります。） 

 

① 

① 

① ① 

① ② ② ② ② ② 

「市政のひろば」つしま2015.12１０ 
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事
業
者
が
所
得
税
の
源
泉
徴
収
義
務
者
で

あ
る
場
合
、地
方
税
法
及
び
各
市
町
村
の
条

例
の
規
定
に
よ
り
、特
別
徴
収
義
務
者
と
し

て
従
業
員
の
毎
月
の
給
与
か
ら
個
人
市
・
県

民
税
を
特
別
徴
収
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

市
で
は
、平
成
２６
年
度
よ
り
、原
則
と
し
て

特
別
徴
収
義
務
者
に
指
定
し
、特
別
徴
収
税

額
決
定
通
知
書
を
送
付
し
て
お
り
ま
す
。
事

業
主
の
方
々
の
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

特
別
徴
収
の
対
象
に
な
る
方 

前
年
中
に
給
与
の
支
払
い
を
受
け
、か
つ

当
年
の
４
月
１
日
に
給
与
の
支
払
い
を
受
け

て
い
る
す
べ
て
の
従
業
員
（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ

イ
ト
も
含
む
） 

特
別
徴
収
の
対
象
に
な
ら
な
い
方 

・
退
職
者（
退
職
予
定
者
を
含
む
） 

・
二
つ
以
上
の
事
業
所
か
ら
給
与
の
支
払
い

を
受
け
、他
の
事
業
所
で
特
別
徴
収
が
行

わ
れ
て
い
る
方 

・
毎
月
の
給
与
支
給
額
が
少
な
く
、個
人
市

県
民
税
を
特
別
徴
収
し
き
れ
な
い
方 

・
給
与
が
毎
月
支
給
さ
れ
て
い
な
い（
不
定

期
な
）方 

問
合
　
税
務
課
市
民
税
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
２
０
１
〜
２
２
０
４ 

   

  

年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
、配
偶
者
控
除

や
配
偶
者
特
別
控
除
、ま
た
は
扶
養
控
除
の

対
象
と
さ
れ
る
方
に
、パ
ー
ト
収
入
が
あ
る
と
、

そ
の
収
入
金
額
に
よ
っ
て
、次
の
よ
う
な
注
意

が
必
要
で
す
。 

①
配
偶
者
控
除
ま
た
は
配
偶
者
特
別
控
除
を

受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
。 

②
扶
養
控
除
を
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
。 

③
控
除
の
対
象
と
な
る
方
自
身
に
税
金
が
か

か
る
か
ど
う
か
。 

　
パ
ー
ト
収
入
は
通
常
、給
与
所
得
に
な
り

ま
す
の
で
、そ
の
場
合
は
表
の
よ
う
に
な
り

ま
す
。た
だ
し
、年
末
調
整
や
確
定
申
告
を

さ
れ
る
方
の
合
計
所
得
が
１
０
０
０
万
円

を
超
え
る
場
合
な
ど
に
は
配
偶
者
特
別
控

除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

問
合
　
税
務
課
市
民
税
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
２
０
１
〜
２
２
０
４ 

 

パ
ー
ト
収
入
と
税（
夫
婦
・
親
子
と
税
） 

個
人
市
・
県
民
税（
個
人
住
民
税
）の
 

特
別
徴
収
推
進
に
つ
い
て
 

特
別
徴
収
の
対
象
に
な
る
方 

特
別
徴
収
の
対
象
に
な
ら
な
い
方 

パート収入金額 所得税 

かからない 受けられない 

扶養控除 配偶者 
控除 

３８万円 
（３３万円） 

３８万円 
（３３万円） 
３６万円 
（３３万円） 

３１万円 

２６万円 

２１万円 

１６万円 

１１万円 

６万円 

３万円 

受けられない 

３８万円 
（３３万円） 

受けられない 受けられない かかる かかる かかる 

配偶者 
特別控除 

市・県民税 

均等割 所得割 

かからない 

注１　市・県民税及び所得税の「かかる」については、生命保険料控除、扶養控除等の有無により、かからない場合もあります。 
注２　配偶者控除、配偶者特別控除、及び扶養控除の（　）内の金額は、市・県民税の控除額です。 

かからない 

パート収入と税金及び各種控除 

１００万円以下 

９３万円以下 

１０３万円以下 

１０３万円超１０５万円未満 

１０５万円以上１１０万円未満 

１１０万円以上１１５万円未満 

１１５万円以上１２０万円未満 

１２０万円以上１２５万円未満 

１２５万円以上１３０万円未満 

１３０万円以上１３５万円未満 

１３５万円以上１４０万円未満 

１４０万円以上１４１万円未満 

１４１万円以上 

※老人扶養親族のうち、扶養者またはその配偶者の直系尊属（父母・祖父母等）で、同居の常況にある親族の場合は、加算額 
　（所得税：１０万円、市・県民税：７万円）があります。 

参考 
扶養控除については、扶養親族の年齢により控除額が異なります。 

扶養親族 

年少扶養 

一般扶養 

特定扶養 

老人扶養 

年　　齢 

区　　　　　　　　　分 控　除　額 

生　　年　　月　　日 所得税 市・県民税 

なし なし 

３８万円 ３３万円 

６３万円 ４５万円 

４８万円 ３８万円 

  ０歳～１５歳 

１６歳～１８歳 

２３歳～６９歳 

１９歳～２２歳 

７０歳～　　 

平成１２年１月２日 以後 

平成 ９ 年１月２日 以後 

昭和２１年１月２日 以後 

平成 ５ 年１月２日 以後 

平成１２年１月１日 以前 

平成 ５ 年１月１日 以前 

平成 ９ 年１月１日 以前 

昭和２１年１月１日 以前 
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パブリックコメント 皆さんの意見を募集します 
以下に挙げた市の施策案について、より良いものにしていくため、広く市民の皆さんから意見を募集します。 
施策案の本編につきましては、各意見募集期間の初日から、次の場所で閲覧できます。 
市ホームページ、問い合わせ先の各担当課、神守支所、神島田連絡所 

意見の提出方法　 
ご意見のある方は、本編の内容をご確認の上、「住所」「氏名」「電話番号」「ご意見」を明記し、提出締切日までに、
直接または郵送、ＦＡＸ、電子メールにより、各担当課へご提出いただくか、神守支所、神島田連絡所に設置してある投
函箱に投函してください。書式は自由です。 

子どもが安心して健やかに育つことができるよ
うに、子どもの権利を保障するための津島市子
ども条例を策定します。 

意見募集期間　１２月１日（火）～２５日（金） 
提出締切　１２月２５日（金）必着 
提出先　〒４９６‐８６８６（住所不要）　 
　　　　津島市役所児童課宛て 
　　　　　２４‐１１３８ 
　　　　　 jidou@city.tsushima.lg.jp 
問合　児童課児童・保育Ｇ　内線２２２４ 
 

意見募集期間　１２月１４日（月）～１月１３日（水） 
提出締切　１月１３日（水）必着 
提出先　〒４９６‐８６８６（住所不要） 
　　　　津島市役所生活環境課宛て 
　　　　　２４‐１７９１ 
　　　　　 ｋａｎｋｙｏｕ@ｃｉｔｙ.ｔｓｕｓｈｉｍａ.ｌｇ.ｊｐ 
問合　生活環境課環境保全Ｇ　内線２２３５ 

津島市子ども条例(案)

平成２７年４月から新たな教育委員会制度が始ま
ったことに伴い、本市では市長と教育委員会が
連携して教育行政を推進していくため、津島市
総合教育会議を設置し、この度、教育に関する
施策の大綱を策定します。 

意見募集期間　１２月１日（火）～２８日（月） 
提出締切　１２月２８日（月）必着 
提出先　〒４９６‐８６８６（住所不要） 
　　　　津島市役所企画政策課宛て 
　　　　　２４-１７９１ 
　　　　　 ｍａｃｈｉ@ｃｉｔｙ.ｔｓｕｓｈｉｍａ.ｌｇ.ｊｐ 
その他　教育に関する施策の大綱（案）は企画  
　　　　政策課のほか学校教育課でも閲覧で
　　　　きます。 
問合　企画政策課行政経営Ｇ　内線２３３１ 

教育に関する施策の大綱（案） 

「持続可能で快適なまち」を実現するために、今
後１０年間において取り組んでいくべき環境の
保全に関する基本方針および施策を定めた津
島市環境基本計画を策定します。 

津島市環境基本計画（案） 

汚水処理施設は、公共下水道やコミュニティ・プ
ラント、浄化槽など、家庭や事務所から発生する
汚水を処理する施設をいいます。 
市全域の汚水処理施設の整備を計画的、効率的
に実施していくために「汚水適正処理構想」を
策定します。 

意見募集期間　１２月１４日（月）～１月１３日（水） 
提出締切　１月１３日（水）必着 
提出先　〒４９６-８６８６（住所不要） 
　　　　津島市役所下水道課宛て 
　　　　　２５-８６６０ 
　　　　　 sｕｉｄｏ_ｇｅｓｕｉ@ｃｉｔｙ.ｔｓｕｓｈｉｍａ.ｌｇ.ｊｐ 
問合　下水道課下水道Ｇ　内線２４２６・２４２８ 
 

津島市汚水適正処理構想（案） 
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熱湯はダメ 

  
 
              

町
内
会
は
、地
域
の
住
民
同
士
が
支
え
合

い
、助
け
合
う
こ
と
に
よ
り
、住
み
よ
い
地
域

づ
く
り
を
す
る
た
め
に
組
織
さ
れ
て
い
る
任

意
団
体
で
す
。
町
内
会
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ル

ー
ル
が
あ
り
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ

く
り
を
す
る
た
め
に
は
、住
民
で
あ
る
皆
さ
ん

の
相
互
協
力
が
大
切
で
す
。 

市
で
は
、町
内
会
代
表
者
に
、市
政
の
周
知
、

啓
発
、各
種
連
絡
事
務
な
ど
、様
々
な
活
動
に

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

転
入
さ
れ
た
方
、転
出
予
定
の
方
は
、円
滑

な
町
内
会
業
務
の
運
営
の
た
め
、町
内
会
代

表
者
へ
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

問
合
　
地
域
・
安
全
課
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
３
２
５ 
 

  

市
で
は
、広
報
紙
や
各
種
案
内
チ
ラ
シ
等

の
配
付
、情
報
の
伝
達
、地
域
の
環
境
保
全
活

動
な
ど
を
実
施
し
て
い
た
だ
く
た
め
、町
内

会
に
対
し
て
助
成
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。 

助
成
金
は
、年
２
回
に
分
け
て
振
り
込
み

ま
す
が
、１２
月
に
後
期
分
を
交
付
し
ま
す
。 

 

１
町
内
会
当
た
り
の
助
成
金
積
算
方
法 

「
年
額
４
万
８
０
０
０
円（
均
等
割
）」＋
� 

「
年
額
９
０
０
円
×
世
帯
数（
世
帯
割
）」 

 

各
町
内
会
に
お
い
て
は
、安
心
・
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
、様
々
な
取
り
組
み
を

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、そ
れ
ら
の
活

動
の
一
助
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

問
合
　
地
域
・
安
全
課
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｇ   

　
　
　
内
線
２
３
２
５ 

   

こ
の
制
度
は
、代
理
人
や
第
三
者
に
よ
る

請
求
に
基
づ
い
て
住
民
票
の
写
し
な
ど
を
交

付
し
た
と
き
、本
人
に
そ
の
事
実
を
お
知
ら

せ
す
る
も
の
で
す
。 

対
象
　
津
島
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方

お
よ
び
津
島
市
に
本
籍
地
が
あ
る
方（
事

前
に
登
録
が
必
要
で
す
） 

目
的
　
住
民
票
な
ど
の
交
付
事
実
を
、事
前

登
録
者
に
通
知
す
る
こ
と
に
よ
り
、そ
の

請
求
が
不
正
で
あ
っ
た
場
合
の
早
期
発
見
、

個
人
情
報
の
不
正
使
用
防
止
や
事
実
関
係

の
早
期
究
明
が
可
能
と
な
り
ま
す
。 

登
録
申
請
　
運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
・
住

基
カ
ー
ド
な
ど
、申
請
者
本
人
の
確
認
書

類
を
持
参
し
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。（
代
理

人
の
場
合
は
委
任
状
と
委
任
者
の
本
人
確

認
で
き
る
書
類
な
ど
、法
定
代
理
人
の
場

合
は
戸
籍
謄
本
な
ど
の
資
格
を
証
明
す
る

書
類
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
） 

問
合
　
市
民
課
市
民
・
戸
籍
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
１
１
４
・
２
１
１
５ 

  

集
積
場
へ
の
ご
み
出
し
に
つ
い
て 

ご
み
集
積
所
へ
の
ご
み
出
し
は
、必
ず
午
前

８
時
３０
分
ま
で
に
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。 

特
に
年
末
年
始
に
つ
い
て
は
、ご
み
の
量
も

多
く
、収
集
コ
ー
ス
等
が
変
更
と
な
り
ま
す

の
で
、時
間
厳
守
で
お
願
い
し
ま
す
。 

引
越
し
、落
葉
・
刈
草
の
清
掃
に
伴
う
一 

時
大
量
ご
み
に
つ
い
て 

ご
家
庭
か
ら
一
時
的
に
大
量
の
ご
み
が
出

る
場
合
は
、５
袋
程
度
を
目
安
に
何
回
か
に

分
け
て
出
し
て
い
た
だ
く
か
、焼
却
施
設（
海

部
地
区
環
境
事
務
組
合
八
穂
セ
ン
タ
ー
）へ
の

自
己
搬
入
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

一
度
に
集
積
場
に
大
量
の
ご
み
を
出
さ
れ

ま
す
と
、そ
の
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
ご
み
の

収
集
に
支
障
を
き
た
す
ば
か
り
か
、町
内
の

集
積
場
ト
ラ
ブ
ル
と
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。 

こ
の
よ
う
な
場
合
は
、一
度
、清
掃
事
務
所

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

問
合
　
清
掃
事
務
所
　
1
２６
ー

４
２
２
８ 

  

  

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
℃
以
下
に
な
る
と
、水

道
管
の
水
が
凍
結
し
た
り
、管
が
破
裂
し
や

す
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。 

水
道
管
の
凍
結
を
防
ぐ
に
は 

・
水
道
管
に
保
温
材
な
ど
を
巻
く 

・
凍
結
し
た
ら
水
道
管
や
蛇
口
に
タ
オ
ル
な

ど
を
か
け
、ぬ
る
ま
湯
を
か
け
る 

※
熱
湯
を
か
け
る
と
破
裂
す
る
危
険
性
が
あ

り
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　  

    
    

ま
た
、次
の
よ
う
な
と
き
は
、連
絡
先
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。 

家
庭
で
緊
急
に
修
繕
が
必
要
な
と
き 

・
凍
結
に
よ
り
漏
水
し
た
と
き 

・
蛇
口
を
閉
め
て
も
水
が
止
ま
ら
な
い
と
き 

・
水
洗
便
所
の
水
が
止
ま
ら
な
い
と
き 

連
絡
先
　
津
島
市
上
下
水
道
指
定
工
事
店
協

同
組
合
　
1
３２
ー

１
３
９
３ 

道
路
上
で
漏
水
が
発
生
し
て
い
る
と
き 

連
絡
先
　
上
下
水
道
部
工
務
課
工
務
Ｇ 

　
　
　
　
内
線
２
４
３
７ 

 

問
合
　
上
下
水
道
部
管
理
課
管
理
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
４
４
２ 

町
内
会
に
助
成
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
 

ご
み
の
排
出
に
つ
い
て
の
お
願
い
 

水
道
管
の
冬
支
度
 

「
住
民
票
の
写
し
等
の
第
三
者
交
付
 

に
係
る
本
人
通
知
等
制
度
」
に
つ
い
て
 

転
入
さ
れ
た
方
、転
出
予
定
の
方
へ
 

お
知
ら
せ 

集
積
場
へ
の
ご
み
出
し
に
つ
い
て 

引
越
し
、落
葉
・
刈
草
の
清
掃
に
伴
う
一
時 

大
量
ご
み
に
つ
い
て 
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同
じ
医
療
保
険
の
世
帯
内
で
医
療
と
介
護

の
両
方
を
合
わ
せ
た
年
間
の
自
己
負
担
額
が

下
表
の
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、申
請
に
よ

り
そ
の
超
え
た
分
が
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。 

※
払
い
戻
し
金
額
が
５
０
０
円
以
下
の
場
合

は
該
当
し
ま
せ
ん
。ま
た
、同
じ
世
帯
で
も
、

異
な
る
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
家
族

の
場
合
は
合
算
で
き
ま
せ
ん
。 

申
請
手
続 

  

該
当
者
に
は
、１２
月
以
降
に
通
知
文
ま
た

は
ハ
ガ
キ
を
送
付
し
ま
す
の
で
、届
き
ま
し
た

ら
保
険
年
金
課（
市
役
所
１
階
）で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。 

た
だ
し
、平
成
２６
年
８
月
１
日
〜
平
成
２７

年
７
月
３１
日
の
期
間
中
、次
に
該
当
す
る
方

は
通
知
文
ま
た
は
ハ
ガ
キ
が
届
か
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、現
在
加
入
し
て
い
る
医
療

保
険
者
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

①
市
区
町
村
を
越
え
て
転
居
を
し
た
方 

②
他
の
医
療
保
険
か
ら
国
民
健
康
保
険
ま
た

は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
っ
た
方 

※
②
の
場
合
、異
動
前
の
医
療
保
険
者
ま
た

は
介
護
保
険
者
か
ら
の
自
己
負
担
額
証
明

書
が
必
要
で
す
。 

被
用
者
保
険(

全
国
健
康
保
険
協
会･

共
済
組

合
な
ど)

に
加
入
し
て
い
る
方 

手
続
き
方
法
、支
給
時
期
な
ど
は
各
保
険

者
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、加
入
し
て
い

る
医
療
保
険
者（
事
業
所
な
ど
）に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

問
合
　
保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
１
２
５
〜
２
１
２
８ 

　
　
　
保
険
年
金
課
医
療
年
金
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
１
２
３
・
２
１
２
４ 

　
　
　
高
齢
介
護
課
介
護
保
険
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
１
４
１
・
２
１
４
２ 

                            

  

自
宅
で
高
齢
者
の
介
護
を
し
て
い
る
家
族

の
方
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、介
護
用

品
を
支
給
し
ま
す
。 

対
象
　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方 

・
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
認
定
が
要
介

護
度
４
・
５
の
要
介
護
者
を
自
宅
で
介
護

さ
れ
て
い
る
家
族
の
方 

・
要
介
護
者
お
よ
び
介
護
者
が
市
民
税
非
課

税
世
帯
の
方 

支
給
品
目
　
紙
お
む
つ
、尿
取
り
パ
ッ
ド
、介

護
用
手
袋
、防
水
シ
ー
ツ
、ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
、口
腔
ケ
ア
用
品  

支
給
限
度
額
　
７
万
５
０
０
０
円（
た
だ
し
、

今
年
度
す
で
に
支
給
を
受
け
た
方
は
、前

回
支
給
分
と
合
わ
せ
て
７
万
５
０
０
０
円

ま
で
） 

実
施
時
期
　
平
成
２８
年
２
月
か
ら 

申
込
　
１２
月
１
日

〜
１５
日

(

土
・
日
曜
日

は
除
く)

に
直
接
左
記
へ
。 

問
合
　
市
社
会
福
祉
協
議
会
　 

　
　
　
1
２７
ー

１
０
３
０ 

    

年
末
は
、師
走
特
有
の
慌
た
だ
し
さ
か
ら

運
転
者
や
歩
行
者
等
の
注
意
力
が
散
漫
と
な

り
、交
通
事
故
の
多
発
が
心
配
さ
れ
ま
す
。 

交
通
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、次

の
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う 

飲
ん
だ
ら
絶
対
に
車
を
運
転
し
な
い
、飲

酒
運
転
を
許
さ
な
い
社
会
環
境
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。 

子
ど
も
と
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う 

運
転
者
は
、子
ど
も
や
高
齢
者
を
見
か
け

た
ら
、速
度
を
落
と
す
な
ど
の
思
い
や
り
運

転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車
乗
用

中
の
交
通
事
故
を
な
く
そ
う 

夕
暮
れ
時
に
は
歩
行
者
や
自
転
車
に
注
意

を
促
す
た
め
、車
の
前
照
灯
を
早
め
に
点
灯

し
ま
し
ょ
う
。 

後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座
席
で
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
着

用
し
よ
う 

車
に
乗
る
と
き
は
、シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
必
ず
着
用
し
て
か
ら
発
進

す
る
習
慣
を
付
け
、後
部
座
席
で
の
着
用
も

徹
底
し
ま
し
ょ
う
。 

問
合
　
地
域
・
安
全
課
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
３
６
２ 

 

※８月１日から翌年７月３１日までの１２カ月を計算します。 
※区分は７月３１日現在の医療保険の区分です。（低所得者Ⅰで介護サービス利用者が複数いる 
　世帯の場合は、低所得者Ⅱの合算限度額が適用されます） 

低所得者 
Ⅱ 

Ⅰ 

３１万円 

１９万円 

３１万円 

５６万円 一　　　　般 ５６万円 

１９万円 

６７万円 

後期高齢者医療制度＋介護保険 
（７５歳以上の方） 

区　　　　分 医療保険＋介護保険 
（７０～７４歳の方） 

 

医療保険＋介護保険 
（７０歳未満の方） 

６７万円 
現役並み所得者 
（上位所得者） 

６７万円 １２６万円 

３４万円 

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度 

に
加
入
し
て
い
る
方 

被
用
者
保
険(

全
国
健
康
保
険
協
会･

共
済 

組
合
な
ど)

に
加
入
し
て
い
る
方 

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制
度
 

家
族
介
護
用
品
支
給
事
業
 

１２
月
１
日

〜
１０
日

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
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生
活
支
援
相
談
窓
口
は
、４
月
よ
り
市
役

所
１
階（
宿
直
室
隣
り
）で
開
設
し
て
い
ま
す
。 

生
活
に
つ
い
て
の
困
り
ご
と
や
将
来
に
つ

い
て
の
不
安
を
抱
え
て
い
る
方
に
ど
の
よ
う

な
解
決
方
法
が
あ
る
か
一
緒
に
考
え
、安
心

し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

ま
ず
は
困
っ
て
い
る
こ
と
を
何
で
も
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
内
容
に
よ
っ
て
は
専
門
的
な
機

関
を
紹
介
し
ま
す
。
市
役
所
の
ど
の
窓
口
へ

手
続
き
に
行
っ
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
時

で
も
ご
案
内
し
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。 

な
お
、家
族
や
周
囲
の
人
か
ら
の
ご
相
談

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

問
合
　
福
祉
課
生
活
支
援
相
談
窓
口 

　
　
　
内
線
２
１
３
５
・
２
１
３
６ 

   

中
村
年
金
事
務
所
職
員
に
よ
る
厚
生
年
金

相
談
が
、毎
月
２
回
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

相
談
日
　
毎
月
第
１
・
第
３
水
曜
日(

祝
日
の

場
合
は
変
更
） 

※
市
政
の
ひ
ろ
ば「
市
民
相
談
」の
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

時
間
　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
　
　 

場
所
　
相
談
室（
市
役
所
１
階
） 

相
談
の
仕
方 

　
年
金
手
帳
等
、年
金
相
談
に
関
す
る
も
の

を
す
べ
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
市
民
課

受
付
前
の「
番
号
札
」お
よ
び「
年
金
相
談･

手
続
受
付
票
」
を
取
り
所
要
事
項
を
記
入

の
上
、お
待
ち
く
だ
さ
い
。
順
番
に
相
談
で

き
ま
す
。 

※
混
雑
時
に
は
、相
談
受
付
を
制
限
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
相
談
で
き
る
の
は
、午
前
・

午
後
各
１０
人
で
す
。 

※
こ
の
年
金
相
談
で
は
、共
済
年
金
や
恩
給

の
相
談
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
連

絡
先
へ
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

  

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル 

　
1
０
５
７
０
ー

０
５
８
ー

５
５
５ 

　
1
０３
ー

６
７
０
０
ー

１
１
４
４（
IP
電
話
用
） 

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料
控
除
と

し
て
申
告
す
る
場
合
に
必
要
と
な
る
「
平
成

２７
年
分
社
会
保
険
料(

国
民
年
金
保
険
料)

控

除
証
明
書
」（
ハ
ガ
キ
）が
、日
本
年
金
機
構
か

ら
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。 

な
お
、今
年
１０
月
１
日
以
降
に
初
め
て
納

付
さ
れ
た
方
に
は
、翌
年
２
月
上
旬
に
送
付

さ
れ
る
予
定
で
す
。 

年
末
調
整
ま
た
は
確
定
申
告
の
手
続
き
の

際
に
は
、必
ず
こ
の
証
明
書
や
領
収
書
が
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
、大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。 

問
合
　
保
険
年
金
課
医
療
・
年
金
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
１
２
１
・
２
１
２
２ 

　
　
　
中
村
年
金
事
務
所 

　
　
　
1
０
５
２
ー

４
５
３
ー

７
２
０
０ 

  

津
島
市
制
６９
周
年
記
念
式
典（
金
婚
式
の

部
）で
、平
成
２８
年
に
結
婚
５０
周
年
を
迎
え
ら

れ
る
ご
夫
婦
の
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
す
。 

日
時
　
３
月
１
日

　
午
前
１０
時 

場
所
　
文
化
会
館 

対
象 

・
平
成
２８
年
に
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
る
夫
婦

（
昭
和
４１
年
に
ご
結
婚
さ
れ
た
夫
婦
） 

・
平
成
２８
年
１
月
１
日
現
在
市
内
在
住
の
方 

申
出
書
配
布
お
よ
び
受
付
場
所 

・
人
事
秘
書
課（
市
役
所
３
階
） 

・
神
守
支
所 

・
神
島
田
連
絡
所 

受
付
期
間
　
１
月
４
日

〜
２９
日

 

問
合
　
人
事
秘
書
課
秘
書
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
３
０
３ 

          

地
球
温
暖
化
を
も
た
ら
す
二
酸
化
炭
素
の

濃
度
が
年
々
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
特
に
冬

は
、暖
房
機
器
の
使
用
が
増
え
る
た
め
空
気

が
汚
れ
や
す
い
季
節
で
す
。 

日
ご
ろ
の
小
さ
な
取
り
組
み
か
ら
、地
球

温
暖
化
・
大
気
汚
染
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。 

皆
さ
ん
が
で
き
る
取
り
組
み 

・
暖
房
は
、１９
℃
を
目
安
に
し
ま
し
ょ
う
。 

・
照
明
、電
化
製
品
、Ｏ
Ａ
機
器
の
ス
イ
ッ
チ

を
こ
ま
め
に
消
し
ま
し
ょ
う
。 

・
不
要
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
や
急
発
進
、急
加

速
を
避
け
、エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
努
め
ま
し
ょ

う
。 

家
庭
で
で
き
る
取
り
組
み 

・
こ
た
つ
の
設
定
温
度
は
、こ
ま
め
に
調
節
し

ま
し
ょ
う
。 

・
移
動
に
は
、公
共
交
通
機
関
や
自
転
車
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
。 

事
業
所
で
で
き
る
取
り
組
み 

・
排
出
ガ
ス
が
ク
リ
ー
ン
で
、燃
費
の
良
い
自

動
車
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。 

・
貨
物
輸
送
の
効
率
化
を
進
め
、自
動
車
の

走
行
量
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。 

・
良
質
燃
料
の
使
用
や
燃
焼
管
理
の
徹
底
を

図
り
ま
し
ょ
う
。 

　 　
「
あ
い
ち
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
２１
」
県
民
運
動

実
施
中 

　 
 

問
合
　
生
活
環
境
課
環
境
保
全
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
２
３
２ 

           （
全
国
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
よ
り
） 

生
活
支
援
相
談
窓
口
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

来
年
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
る
方
へ
 

地
球
温
暖
化
・
大
気
汚
染
の
防
止
 

に
ご
協
力
を
 

厚
生
年
金
相
談 

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書 

　
 http://w

w
w
.pref.aichi.jp/kankyo/ 

taiki-ka/eco2
1
/index.htm

l 
 

暖房から 
１２.４%

冷房から 
２.５%

給湯から 
１２.８%

キッチンから 
４.７%

照明・家電製品等から 
３６.２%

自動車から 
２３.７%

ゴミから 
５.６%

水道から 
２.０%

２０１３年度 

約５,３７０［kgco２/世帯］ 
出典）温室効果ガスインベントリオフィス 

家庭からの 
二酸化炭素排出量 

用途別内訳  
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市
発
注
の
建
設
工
事
や
設
計
・
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
、物
品
そ
の
他
の
契
約
に
係
る
競
争
入

札
の
参
加
資
格
審
査
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。 

建
設
工
事
、設
計
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト 

申
請
方
法
　
あ
い
ち
電
子
調
達
共
同
シ
ス
テ

ム（
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｓ
／
Ｅ
Ｃ
）に
よ
る
電
子
申
請 

受
付
期
間
　
平
成
２８
年
１
月
４
日

〜
２
月

１５
日

 

物
品
・
そ
の
他 

申
請
方
法
　
申
請
様
式
等
の
持
参
ま
た
は
郵

送
に
よ
る
書
類
申
請 

受
付
期
間
　
平
成
２８
年
１
月
１８
日

〜
２９
日

の
午
前
９
時
〜
正
午
、午
後
１
時
〜
３

時（
土
・
日
曜
日
は
除
く
） 

受
付
場
所
　
市
役
所
財
政
課（
３
階
） 

申
請
要
領
・
詳
細
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。 

問
合
　
財
政
課
管
財
・
契
約
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
３
４
１
・
２
３
４
２ 

    

大
規
模
災
害
発
生
時
に
、災
害
現
場
で
迅

速
か
つ
的
確
な
被
災
者
の
避
難
、救
出
救
助

お
よ
び
捜
索
活
動
に
あ
た
る
た
め
、日
ご
ろ

か
ら
意
見
交
換
を
行
い
、情
報
を
共
有
し
連

携
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的
に
、１０
月
１５
日

に
協
議
会
が
発
足
し
、津
島
署
で
規
約
の
調

印
式
が
あ
り
ま
し
た
。 

津
島
市
、愛
西
市
、あ
ま
市
、大
治
町
、津
島

警
察
署
、津
島
市
消
防
本
部
、愛
西
市
消
防

本
部
、海
部
東
部
消
防
組
合
の
８
機
関
で
構

成
し
、懸
案
事
項
の
洗
い
出
し
お
よ
び
意
見

交
換
を
行
い
ま
す
。 

問
合
　
地
域
・
安
全
課
防
災
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
３
２
２ 

    
  

固
定
資
産
税
は
、毎
年
１
月
１
日
を
賦
課

期
日
と
し
て
課
税
し
ま
す
。 

そ
の
た
め
、賦
課
期
日
ま
で
に
家
屋
の
取

り
壊
し
や
新
増
築
、未
登
記
家
屋
の
名
義
変

更
、土
地
の
利
用
状
況
の
変
更
な
ど
を
さ
れ

た
場
合
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

問
合
　
税
務
課
固
定
資
産
税
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
２
０
５
〜
２
２
０
８ 
            

本
年
８
月
に
「
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る

法
律
」が
改
正
さ
れ
、次
回
改
選
か
ら
農
業
委

員
は
、公
選
制
か
ら
市
長
の
専
任
制
に
変
更

と
な
り
ま
し
た
。 

そ
れ
に
伴
い
、毎
年
１
月
１
日
を
基
準
日

と
し
て
実
施
し
て
い
ま
し
た
、農
業
委
員
会

選
挙
人
名
簿
の
登
載
申
請
は
中
止
と
な
り
ま

す
の
で
、お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

問
合
　
農
業
委
員
会
事
務
局（
産
業
振
興
課

農
政
Ｇ
内
）内
線
２
２
５
５ 
   

日
常
生
活
の
中
で
、こ
れ
は
人
権
問
題
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
と
感
じ
た
ら
、人
権
擁
護

委
員
に
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
内

容
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。 

次
の
場
所
で
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

日
時
・
場
所 

・
津
島
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

　
毎
月
第
２･

４
金
曜
日 

午
前
９
時
〜
正
午

予
約
な
し
直
接
可 

　
1
２４
ー

３
４
５
６ 

・
名
古
屋
法
務
局
津
島
支
局 

　
毎
週
月
曜
日
・
木
曜
日 

　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時 

　
予
約
な
し
直
接
可 

　
1
２６
ー

２
４
２
３ 

相
談
内
容 

・
い
じ
め
、体
罰
、不
登
校
児
問
題 

・
部
落
差
別
、女
性
差
別
な
ど
の
差
別
問
題 

・
家
庭
内
の
問
題（
親
子
、夫
婦
、結
婚
、離
婚
、

相
続
、扶
養
な
ど
） 

・
そ
の
他
、人
権
問
題
に
係
る
も
の 

問
合
　
人
権
推
進
課
人
権
同
和
行
政
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
２
７
１ 

  

放
し
飼
い
を
し
て
い
ま
せ
ん
か 

犬
を
放
し
て
飼
う
こ
と
は
、愛
知
県
の「
動

物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
」
で
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
愛
犬
の
散
歩
時
は
、必
ず

リ
ー
ド
を
付
け
て
、自
分
だ
け
で
は
な
く
他

人
に
も
安
心
安
全
な
散
歩
を
し
ま
し
ょ
う
。 

フ
ン
の
片
付
け
は
、飼
主
の
責
任
で
す 

放
置
さ
れ
た
犬
の
フ
ン
に
つ
い
て
、た
く
さ

ん
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
散
歩
時

は
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
を
持
っ
て
、必
ず
持
ち
帰

り
ま
し
ょ
う
。 

無
駄
吠
え
を
し
て
い
ま
せ
ん
か 

飼
い
犬
の
鳴
き
声
が
、近
隣
に
迷
惑
を
か

け
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
夜
間
や
留
守

中
な
ど
、無
駄
に
吠
え
た
り
し
な
い
よ
う
に「
し

つ
け
」が
必
要
で
す
。 

し
つ
け
が
困
難
な
と
き
は
、愛
知
県
動
物

保
護
管
理
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。 

問
合
　
生
活
環
境
課
環
境
保
全
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
２
３
３ 

　
　
　
愛
知
県
動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
尾
張
支
所 

　
　
　
1
０
５
８
６
ー

７８
ー

２
５
９
５ 

 

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
 

家
屋
の
取
り
壊
し
、新
増
築
、未
登
記
 

家
屋
の
名
義
変
更
、土
地
の
利
用
状
況
 

変
更
な
ど
 

平
成
２８
・
２９
年
度
入
札
参
加
資
格
 

申
請
受
付
 

海
部
地
方
北
部
災
害
対
策
連
絡
 

協
議
会
を
設
立
 

建
設
工
事
、設
計
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト 

物
品
・
そ
の
他 

農
業
委
員
の
公
選
制
廃
止
 

心
配
ご
と
相
談
・
人
権
相
談
 

犬
を
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う
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私
た
ち
の
周
り
に
は
障
が
い
の
あ
る
人

が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。ま
た
、自
分
自
身
も
、

病
気
や
事
故
な
ど
で
障
が
い
の
状
態
に
な

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
同
じ
社
会
の
一

員
と
し
て
、障
が
い
や
障
が
い
の
あ
る
人
の

こ
と
を
知
り
、身
近
な
こ
と
と
し
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。 

 身
体
障
害
者
標
識 

   
 
 

肢
体
不
自
由
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
免

許
に
条
件
を
付
さ
れ
て
い
る
方
が
運
転
す

る
車
に
表
示
す
る
マ
ー
ク
で
す
。 
 
 

耳
マ
ー
ク 

   
 
 

聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
円
滑
に
す
る
た
め
制
定
さ
れ
た
マ

ー
ク
で
す
。 

   聴
覚
障
害
者
標
識 

   
 
 

聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
が
運
転
す
る
車

に
表
示
す
る
マ
ー
ク
で
す
。 

  

障
害
者
の
た
め
の
国
際
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク 

   
 
 

障
が
い
の
あ
る
方
が
容
易
に
利
用
で
き
る

建
物
、施
設
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
示
す
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
で
す
。 

   オ
ス
ト
メ
イ
ト
マ
ー
ク 

  
 
 

人
工
肛
門
・
人
工
膀
胱
を
使
用
し
て
い
る

方（
オ
ス
ト
メ
イ
ト
）の
た
め
の
設
備
が
あ
る

こ
と
を
表
し
、オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ
の

入
口
・
案
内
誘
導
プ
レ
ー
ト
に
表
示
さ
れ
て

い
ま
す
。 

ほ
じ
ょ
犬
マ
ー
ク 

   
 

身
体
障
害
者
補
助
犬（
盲
導
犬
・
介
助
犬
・
聴

導
犬
）同
伴
の
啓
発
の
た
め
の
マ
ー
ク
で
す
。 

 

ハ
ー
ト
プ
ラ
ス
マ
ー
ク 

   

身
体
内
部
に
障
が
い
の
あ
る
人
を
表
し
て

い
ま
す
。身
体
内
部(

心
臓
、呼
吸
機
能
、じ
ん

臓
、肝
臓
、膀
胱
・
直
腸
、小
腸
、免
疫
機
能
）の

障
が
い
の
あ
る
方
は
外
見
か
ら
分
か
り
に
く

い
た
め
、こ
の
マ
ー
ク
を
着
用
さ
れ
て
い
る
方

を
見
か
け
た
場
合
は
、内
部
障
が
い
に
つ
い
て

理
解
し
、配
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 問
合
　
福
祉
課
福
祉
Ｇ
　 

　
　
内
線
２
１
３
１
・
２
１
３
２ 

１２
月
３
日

〜
９
日

障
害
者
週
間
 

  
 「

犯
罪
に
あ
わ
な
い
」「
犯
罪
を
起
こ
さ
せ
な

い
」「
犯
罪
を
見
逃
さ
な
い
」 

年
の
瀬
を
控
え
、あ
わ
た
だ
し
さ
を
感
じ

る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
年
末
の
準
備
の
買

い
物
や
金
融
機
関
で
の
入
出
金
の
機
会
が
増

え
、こ
れ
に
伴
っ
て
ひ
っ
た
く
り
の
犯
罪
が
増

え
ま
す
。「
自
分
は
大
丈
夫
」と
油
断
せ
ず
、「
自

分
は
ね
ら
わ
れ
て
い
る
」
と
気
を
引
き
締
め

ま
し
ょ
う
。 

ま
た
愛
知
県
で
は
、住
宅
対
象
侵
入
盗
被

害
が
、８
年
連
続
全
国
ワ
ー
ス
ト
１
位
と
い

う
憂
慮
す
べ
き
状
況
に
あ
り
ま
す
。
一
層
の

防
犯
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。 

運
動
の
重
点 

・
住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入
盗
の
防
止 

・
特
殊
詐
欺（
振
り
込
め
詐
欺
等
）の
被
害
防
止 

・
自
動
車
盗
の
防
止 

・
ひ
っ
た
く
り
等
街
頭
で
発
生
す
る
犯
罪
の

防
止 

問
合
　
地
域
・
安
全
課
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｇ

　
　
内
線
２
３
６
２ 

    

非
行
の
芽 

は
や
め
に
つ
も
う 

み
な
我
が
子 

青
少
年
の
多
く
が
冬
休
み
に
入
る
こ
の
時

期
は
、開
放
感
か
ら
気
持
ち
が
緩
み
や
す
く

な
り
が
ち
で
す
。
青
少
年
が
非
行
に
か
か
わ
っ

た
り
、犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
し
な
い
よ

う
に
家
庭
や
地
域
で
声
掛
け
を
行
い
、非
行
・

犯
罪
の
未
然
防
止
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。 ど

の
子
に
も
、自
分
の
子
と
同
様
に
温
か

い
目
を
向
け
て
、地
域
全
体
で
青
少
年
を
見

守
り
ま
し
ょ
う
。 

主
唱
　
県
、県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
、市

青
少
年
問
題
協
議
会 

問
合
　
市
青
少
年
問
題
協
議
会（
社
会
教
育

課
生
涯
学
習
Ｇ
内
）内
線
２
２
８
３ 

 

１２
月
１
日

〜
２０
日

年
末
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県
民
運
動
 

１２
月
２０
日

〜
１
月
１０
日

青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
に
取
り
組
む
 

県
民
運
動（
冬
期
） 
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各
融
資
制
度
の
ご
案
内
 

津
島
の„
和
“ス
イ
ー
ツ
ア
イ
デ
ア
 

コ
ン
テ
ス
ト
 

   
有
効
期
限
　
平
成
２７
年
１２
月
３１
日

 
有
効
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
商
品
券
が
利
用

で
き
な
く
な
り
ま
す
。お
忘
れ
の
な
い
よ
う
お

早
め
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

問
合
　
つ
し
丸
商
品
券
発
行
事
務
局（
津
島

商
工
会
議
所
内
）　
1
２８
ー

２
８
０
０ 

         

津
島
市
柳
原
町
三
丁
目
に
新
規
出
店
を
予

定
し
て
い
る
事
業
者
か
ら
、大
規
模
立
地
法

第
５
条
第
１
項
に
基
づ
く
届
出
書
が
愛
知
県

に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
届
出
書
は
、次
の
場
所
で
縦
覧
、閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

場
所
・
時
間 

　
愛
知
県
産
業
労
働
部
商
業
流
通
課 

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
３０
分 

　
津
島
市
産
業
振
興
課（
市
役
所
２
階
） 

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分 

期
間
　
平
成
２８
年
２
月
９
日

ま
で（
土
・
日

曜
日
、祝
日
は
除
く
） 

問
合
　
愛
知
県
産
業
労
働
部
商
業
流
通
課 

　
街
づ
く
り
グ
ル
ー
プ 

　
1
０
５
２
ー

９
５
４
ー

６
３
３
８ 

  

小
規
模
企
業
等
振
興
資
金
制
度 

中
小
企
業
者
を
対
象
と
し
た
運
転
資
金
お

よ
び
設
備
資
金
を
融
資
す
る
制
度
で
す
。
た

だ
し
新
規
開
業
者
は
対
象
外
で
す
。 

通
常
資
金 

融
資
対
象
　
従
業
員
５０
人（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス

業
３０
人
）以
下
の
個
人
、会
社
、医
療
法
人
、

企
業
組
合 

限
度
額
　
５
０
０
０
万
円 

受
付
窓
口
　
市
内
取
扱
金
融
機
関
お
よ
び
津

島
商
工
会
議
所 

納
税
状
況
の
確
認
　
所
得
税（
法
人
の
場
合

は
法
人
税
）、事
業
税
、県
民
税
、市
民
税
を

確
認
し
ま
す
。 

小
口
資
金 

融
資
対
象
　
従
業
員
２０
人（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス

業
５
人
）以
下
の
個
人
、会
社
、医
療
法
人
、

企
業
組
合 

限
度
額
　
１
２
５
０
万
円（
既
存
の
保
証
協

会
の
保
証
付
き
融
資
残
高
を
含
む
） 

受
付
窓
口
　
市
内
取
扱
金
融
機
関
、市
ま
た

は
津
島
商
工
会
議
所 

納
税
状
況
の
確
認
　
所
得
税（
法
人
の
場
合

は
法
人
税
）、事
業
税
、県
民
税
、市
民
税
を

確
認
し
ま
す
。 

※
小
規
模
企
業
等
振
興
資
金
の
相
談
窓
口
は

「
愛
知
県
信
用
保
証
協
会
」
　
　
　
　
　

1
０
１
２
０
ー

４
５
４
ー

７
５
４ 

く
ら
し
を
育
て
る
資
金
融
資
制
度 

教
育
に
係
る
資
金
、医
療
・
介
護
に
係
る
資

金
、出
産
・
育
児
に
係
る
資
金
、自
動
車
に
係

る
資
金
を
必
要
と
す
る
市
民
を
対
象
と
す
る

融
資
制
度
で
す
。 

限
度
額
　
２
０
０
万
円 

融
資
期
間
　
１０
年
以
内 

勤
労
者
等
住
宅
資
金
融
資
制
度 

市
内
に
居
住
す
る
勤
労
者
等
に
対
す
る
、

住
宅
の
新
築
、増
改
築
等
の
資
金
、分
譲
住
宅

（
マ
ン
シ
ョ
ン
を
含
む
）お
よ
び
中
古
住
宅
の

購
入
資
金
、住
宅
用
地
の
購
入
資
金（
２
年
以

内
に
住
宅
建
築
予
定
の
も
の
に
限
る
）の
た

め
の
融
資
制
度
で
す
。 

限
度
額
　
２
０
０
０
万
円 

融
資
期
間
　
３５
年
以
内 

※
各
制
度
に
は
、各
種
融
資
条
件
が
あ
り
、取

扱
金
融
機
関
に
お
い
て
融
資
の
審
査
が
行

わ
れ
ま
す
。 

問
合
　
い
ち
い
信
用
金
庫
津
島
営
業
部 

　
　
　
1
２４
ー

９
１
１
１ 

　
　
　
東
海
労
働
金
庫
津
島
支
店 

　
　
　
1
２５
ー

１
１
５
１ 

 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
つ
い
て
 

つ
し
丸
商
品
券
有
効
期
限
ま
で
あ
と
１
カ
月 
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
 

募
集 

小
規
模
企
業
等
振
興
資
金
制
度 

く
ら
し
を
育
て
る
資
金
融
資
制
度 

勤
労
者
等
住
宅
資
金
融
資
制
度 

市
で
は
、歴
史
的
な
風
情
が
感
じ
ら
れ
る

町
家
・
町
並
み
や
神
社
仏
閣
な
ど
の
地
域
資

源
を
活
か
し
た
歴
史
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
中
で
、津
島
へ
足
を
運
ん
で
、津
島

の
ま
ち
で
食
べ
た
い
、買
い
た
い
と
思
っ
て
も

ら
え
る
ス
イ
ー
ツ
を
開
発
、商
品
化
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。こ
れ
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、

津
島
の„
和
“ス
イ
ー
ツ
の
ア
イ
デ
ア
を
募
集

し
ま
す
。 

応
募
期
間
　
平
成
２８
年
１
月
１５
日

ま
で 

応
募
方
法
　
専
用
の
応
募
用
紙
を
用
い
て
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、郵
送
、持
参
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
。 

　
詳
し
く
は
本
コ
ン
テ
ス
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

　
（
　ts

u
s
h
im
a
-s
w
e
e
ts
.c
o
m

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

審
査 ①

一
次
審
査
　
書
類
審
査 

②
二
次
審
査
　
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、

試
食
審
査 

③
審
査
委
員 

審
査
委
員
長
辻
口
博
啓

氏
ほ
か
３
名 

問
合
　
津
島
の„
和
“ス
イ
ー
ツ 

ア
イ
デ
ア

コ
ン
テ
ス
ト
事
務
局 

　
〒
４
６
０
ー

０
０
０
２
　
名
古
屋
市
中
区

丸
の
内
３
丁
目
１６
番
２９
号
　
新
東
通
信

ビ
ル
４
階 

　
1
０
５
２
ー

９
６
２
ー

３
２
５
６ 

　（
平
日
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時
） 

 

辻口博啓氏 
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第
１５
回
伝
承
の
館
ま
つ
り
 

第
２
回
　
認
知
症
講
演
会
 

津
島
市
環
境
基
本
計
画
説
明
会
 

  
放
送
大
学
で
は
、平
成
２８
年
度
第
１
学
期

（
４
月
入
学
）の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。 

テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
学

ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。 

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然

科
学
な
ど
、幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。 

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、

学
び
を
楽
し
み
た
い
、な
ど
様
々
な
目
的
で

幅
広
い
世
代
、職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。 

申
込
期
間
　
１２
月
１
日

〜
３
月
２０
日

 

そ
の
他
　
資
料
を
無
料
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
左
記
へ
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
放

送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。 

問
合
　
放
送
大
学
愛
知
学
習
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
1
０
５
２
ー

８
３
１
ー

１
７
７
１ 

　
　
　
資
料
請
求
用 

　
　
　
1
０
１
２
０
ー

８
６
４
ー

６
０
０ 

     

日
時
　
１２
月
２０
日

　
午
後
２
時 

場
所
　
中
央
公
民
館
３
階
大
集
会
室 

内
容
　
津
島
吹
奏
楽
団
に
よ
る
演
奏(

オ
リ

ー
ブ
の
首
飾
り
・
ラ
ス
ト
ク
リ
ス
マ
ス
・
歓

喜
の
歌) 

対
象
　
市
内
在
住
、在
勤
、在
学
の
方 

定
員
　
１
０
０
人 

参
加
費
　
無
料 

問
合
　
中
央
公
民
館
　
1
２６
ー

２
８
２
８ 

  

日
時
　
１２
月
１９
日

　
午
後
２
時 

場
所
　
市
立
図
書
館
２
階
大
集
会
室 

内
容
　
ク
リ
ス
マ
ス
の
お
は
な
し
や
パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー
、お
り
が
み
な
ど
。 

持
ち
物
　
シ
ー
ル
や
サ
イ
ン
ペ
ン（
お
り
が
み

を
飾
り
ま
す
） 

問
合
　
市
立
図
書
館
　
1
２５
ー

２
１
４
５ 

  

日
時
　
１２
月
６
日

 

　
　
　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
３
時
３０
分 

場
所
　 

　
第
一
会
場
　
わ
ざ
・
語
り
・
伝
承
の
館 

　
第
二
会
場
　
重
要
文
化
財
堀
田
家
住
宅 

内
容
　 

第
一
会
場 

・
式
典（
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
演
奏
、セ
レ
モ
ニ
ー
） 

・
餅
つ
き
、雑
煮
の
無
料
配
布 

・
趣
味
の
実
演（
大
正
琴
、舞
踊
な
ど
） 

・
津
島
の
歴
史
・
文
化
の
紹
介
と
展
示 

・
販
売
コ
ー
ナ
ー（
小
物
、み
た
ら
し
な
ど
） 

第
二
会
場 

・
抹
茶
の
提
供（
有
料
） 

・
拝
観（
有
料
） 

※
な
お
、駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、車
で

の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

主
催
　
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

後
援
　
市
、市
教
育
委
員
会
、市
社
会
福
祉

協
議
会
、市
女
性
の
会 

問
合
　
わ
ざ
・
語
り
・
伝
承
の
館 

　
　
　
1
２８
ー

５
３
１
１ 

  

  

６４
歳
以
下
で
発
症
す
る
認
知
症
を
、若
年

性
認
知
症
と
い
い
ま
す
。
専
門
医
や
若
年
性

認
知
症
の
本
人
、家
族
の
声
を
実
際
に
聞
く

こ
と
で
、適
切
な
対
応
を
す
る
に
は
、ど
う
す

れ
ば
よ
い
か
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。 

日
時
　
１２
月
１９
日

 

　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
１５
分 

場
所
　
七
宝
病
院
会
議
室 

内
容
　 

第
１
部
　
講
演
「
若
年
性
認
知
症
と
は
？
」 

　
講
師
　
小
長
谷
陽
子
氏（
認
知
症
介
護
研

究
・
研
修
大
府
セ
ン
タ
ー
研
究
部
部
長
） 

第
２
部
　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
若
年

性
認
知
症
本
人
、家
族
の
想
い
を
聴
く
」 

　
パ
ネ
リ
ス
ト
　
覚
前
　
淳
氏（
七
宝
病
院

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
長
）、小
長
谷

陽
子
氏
、若
年
性
認
知
症
本
人
、家
族 

参
加
費
　
無
料 

定
員
　
１
０
０
人 

申
込
　
必
要（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
） 

問
合
　
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー（
七
宝

病
院
内
）
1
０
５
２
ー

４
４
３
ー

７
９
０
０ 

放
送
大
学
４
月
入
学
生
 

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
 

催
し 

ク
リ
ス
マ
ス
会
の
お
知
ら
せ
 

  

市
で
は
、市
民
が
主
役
と
な
り
、平
成
１８

年
度
に
環
境
基
本
計
画
を
策
定
し
て
か
ら

１０
年
を
迎
え
ま
す
。
環
境
市
民
委
員
が
、こ

れ
ま
で
の
活
動
の
成
果
を
説
明
し
ま
す
。 

ま
た
、今
後
１０
年
の
環
境
を
保
全
す
る
た

め
新
た
に
策
定
す
る
環
境
基
本
計
画
に
つ

い
て
、ク
イ
ズ
形
式
な
ど
で
内
容
を
紹
介
し

ま
す
。
身
近
な
気
付
き
や
取
り
組
み
な
ど
に

つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。 

日
時
　
１２
月
６
日

　 

　
　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時 

場
所
　
文
化
会
館（
消
費
生
活
展
会
場
内
） 

      

内
容 

・
１０
年
の
あ
ゆ
み
の
展
示 

・
津
島
市
環
境
基
本
計
画
の
説
明 

・
自
転
車
発
電
機
の
体
験 

・
燃
料
電
池
自
動
車
「
М
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
」
の
展

示 

問
合
　
生
活
環
境
課
環
境
保
全
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
２
３
５ 
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ふ
れ
あ
い
病
院
探
検
ツ
ア
ー
 

長
寿
体
操
 

糖
尿
病
教
室
 

  
日
時
　
１２
月
２４
日

　
午
後
３
時
〜
５
時 

場
所
　
市
民
病
院
１
階
ア
ト
リ
ウ
ム 

内
容
　
院
内
見
学
と
病
院
職
員
と
の
交
流 

対
象
　
小
学
生
以
上（
小
中
学
生
は
保
護
者

同
伴
） 

定
員
　
２０
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
） 

参
加
費
　
無
料 

申
込
　
１２
月
７
日

〜
１４
日

（
土
・
日
曜
日

は
除
く
）の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
に
電

話
ま
た
は
直
接
左
記
へ
。 

問
合
　
市
民
病
院
地
域
医
療
連
携
室 

　
　
　
1
２８
ー

５
１
５
１
　
内
線
２
１
１
３ 

                

日
時
と
テ
ー
マ 

・
２
月
１３
日

「
清
須
守
護
代
織
田
氏
の
庶

子
家
の
動
向
」 

・
２
月
２７
日

「
織
田
弾
正
家
と
津
島
」 

・
３
月
５
日

「
織
田
信
長
の
尾
張
統
一
」 

※
い
ず
れ
も
午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分 

場
所
　
市
立
図
書
館
２
階
大
集
会
室 

講
師
　
水
野
智
之
氏（
中
部
大
学
人
文
学
部

歴
史
地
理
学
科
准
教
授
） 

定
員
　
５０
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
） 

受
講
料
　
９
０
０
円（
講
座
当
日
に
徴
収
） 

申
込
　
１
月
４
日

よ
り
、電
話
ま
た
は
直

接
左
記
へ
。 

問
合
　
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
２
８
２ 

   

津
島
市
内
に
は
、８
つ
の
小
学
校
区
が
あ
り

ま
す
。
今
回
は
、そ
の
う
ち
北
小
学
校
区
に
あ

る
寺
社
や
名
所
を
巡
り
ま
す
。ま
た
、普
段
訪

ね
る
機
会
の
少
な
い
北
小
学
校
の
校
庭
も
訪

れ
、時
代
と
と
も
に
変
わ
り
ゆ
く
様
子
に
つ
い

て
学
び
ま
す
。 

日
時
　
１２
月
１３
日

　
午
前
１０
時
〜
正
午 

集
合
場
所
　
文
化
会
館
入
口 

講
師
　
津
島
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

申
込
　
不
要 

問
合
　
市
立
図
書
館 

　
　
　
1
２５
ー

２
１
４
５ 

    

日
時
・
場
所
・
定
員
等
　
下
表
の
と
お
り 

対
象
　
市
内
在
住
の
６５
歳
以
上
の
方 

受
講
料
　
無
料 

申
込
　
１２
月
１１
日

ま
で
に
電
話
、ま
た
は

直
接
左
記
へ
。（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、

初
回
の
方
優
先
の
後
、抽
選
）お
一
人
様
一

教
室
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

問
合
　
高
齢
介
護
課
長
寿
福
祉
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
１
４
５
・
２
１
９
１ 

                             

     

日
時
・
テ
ー
マ
　
左
表
の
と
お
り 

場
所
　
市
民
病
院
２
階
講
義
室 

内
容
　
糖
尿
病
の
病
態
・
合
併
症
治
療
に
つ

い
て 

対
象
　
ど
な
た
で
も（
当
院
に
通
院
し
て
い

な
い
方
も
参
加
可
能
） 

申
込
・
参
加
費
　
不
要（
初
回
の
み
テ
キ
ス
ト

代
５
０
０
円
が
必
要
） 

問
合
　
市
民
病
院
栄
養
管
理
室 

　
　
　
1
２８
ー

５
１
５
１
　
内
線
３
１
２
１ 

 

教
室
・
講
座
 

尾
張
の
戦
国
時
代
と
織
田
信
長
Ⅱ 

市
民
大
学
講
座
 

津
島
市
の
学
区
巡
り
　
北
小
学
校
区 

つ
し
ま
歩
き
学
び
講
座
 

教室名 
ヨガ教室 
【初級】 

プール教室【初級】 

転倒予防教室 
【中級】 

リズム体操教室 
【上級】 

開 催 日  開催時間 講　師 回数 定員 

１月６日～３月９日（毎週水曜日） 
※１月２７日・２月２４日は休み 

１月５日～３月１５日（毎週火曜日） 
※３月１日は休み 

１月８日～３月２５日（毎週金曜日）  
※２月１２日・３月４日は休み 

 １月８日～３月１８日（毎週金曜日） 
※２月１２日は休み 

 １月１２日～３月１５日（毎週火曜日） 

午前１０時～１１時３０分 特定非営利活動法人 
ママ・ぷらす ８回 

１０回 

１０回 

１０回 

２５人 

各５人 

２０人 

２５人 

３０人 

１月６日～３月９日(毎週水曜日)
午後２時５０分～３時３０分 

 午後３時３５分～４時１５分 
 午後４時２０分～５時 

午後１時３０分～３時 

午後１時３０分～３時 

ヒルズひだまり 
職員 

県健康づくり 
リーダー 

公益社団法人 
愛知県柔道整復師会 
津島市介護予防事業会 

場　所 
総合保健福祉 
センター 

第二 
陽だまりの里 
(寺野町字好土)

神島田公民館 

神守公民館 

中央公民館 

中央公民館 

３０人 

※流水プールでの水中運動
（泳げなくても参加可） 

子
育
て
・
健
康
 

＊内容は前後する場合もございます。ご了承ください。 
＊車でお越しの場合は、駐車券を受付までお持ちください。 

開催日（第２金曜日） 

１２月１１日 

運動して 
貯筋をふやそう！！ 

 
担当 

理学療法士 

午後２時 
簡単にできる運動療法　担当:理学･作業療法士 
食事療法　　　　　　　担当:管理栄養士 

糖尿病の基本について　担当:医師/看護師 

午後２時３０分 

午後３時 

１月８日 ２月１２日 ３月１１日 

糖尿病と 
認知症 
 

担当 
神経内科医師 

血圧脈波検査 
の紹介 
 

担当 
臨床検査技師 

 

知っておこう！ 
医療制度と糖尿病 

 
担当 

医療相談員 
 

▲昨年度の様子 

「市政のひろば」つしま2015.12２０ 
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食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
児
地
域
相
談
会
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
局 

エ
フ
エ
ム
な
な
み
７７
・
３
メ
ガ
ヘ
ル
ツ 

 

   

日
時
　
１２
月
１４
日

　
午
後
２
時
〜
３
時 

場
所
　
市
民
病
院
２
階
講
義
室 

内
容
　
尿
漏
れ
を
骨
盤
底
筋
の
筋
力
ア
ッ
プ

で
改
善
し
ま
し
ょ
う
。 

講
師
　
市
民
病
院
看
護
師（
排
泄
機
能
指
導

士
） 

申
込
・
参
加
費
　
不
要 

問
合
　
市
民
病
院
地
域
医
療
連
携
室 

　
　
　
1
２８
ー

５
１
５
１
　
内
線
２
１
１
３ 

  

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
は
、エ
イ
ズ
の
ま
ん
延
防

止
と
エ
イ
ズ
患
者
に
対
す
る
差
別
や
偏
見
の

解
消
を
目
的
と
し
て
、世
界
レ
ベ
ル
で
制
定
さ

れ
て
い
ま
す
。 

エ
イ
ズ
っ
て
ど
ん
な
病
気
？ 

エ
イ
ズ
は
、Ｈ
Ｉ
Ｖ（
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ

ル
ス
）に
感
染
す
る
こ
と
で
起
こ
る
病
気
で
す

が
、Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
＝
エ
イ
ズ
と
い
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
感
染
直
後
は
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

様
症
状
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
数

週
間
で
消
失
し
、そ
の
後
、目
立
っ
た
症
状
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、治
療
を
受
け
な
け
れ

ば
、数
年
か
ら
十
数
年
後
に
は
、病
気
か
ら
身

体
を
守
る
免
疫
力
が
下
が
り
、本
来
な
ら
自

分
の
力
で
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
病
気
な
ど

を
発
症
す
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
主
な
感
染
経
路
は
、 

・
性
的
接
触
に
よ
る
感
染 

・
血
液
感
染 

・
母
子
感
染 

が
あ
り
ま
す
。 

　
し
か
し
、Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
感
染
す
る
力
は
弱
く
、 

・
せ
き
や
く
し
ゃ
み 

・
お
風
呂
や
プ
ー
ル
の
共
用 

・
同
じ
蚊
に
刺
さ
れ
る 

と
い
っ
た
行
為
に
よ
る
感
染
は
な
く
、性
的
接

触
を
除
け
ば
、日
常
生
活
で
感
染
す
る
こ
と

は
な
い
た
め
、心
配
し
す
ぎ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。 

エ
イ
ズ
発
生
動
向 

平
成
２６
年
の
国
内
に
お
け
る
新
た
な
Ｈ
Ｉ

Ｖ
感
染
者
数
は
１
０
９
１
件
、エ
イ
ズ
患
者
数

は
４
５
５
件
で
あ
り
、両
者
を
合
わ
せ
て
１
５

４
６
件
で
し
た
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
の
大
半
を

日
本
国
籍
男
性
が
占
め
て
お
り
、Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染

者
、エ
イ
ズ
患
者
の
推
定
感
染
地
域
の
約
８

割
が
国
内
感
染
で
す
。
昨
年
度
の
自
治
体
別

報
告
数
に
お
い
て
、愛
知
県
は
、新
規
Ｈ
Ｉ
Ｖ

感
染
者
の
上
位
４
位
、エ
イ
ズ
患
者
の
上
位

３
位
で
し
た（
表
）。
私
た
ち
の
身
近
な
と
こ

ろ
に
も
エ
イ
ズ
の
危
険
性
は
迫
っ
て
い
る
の
で

す
。 

            

エ
イ
ズ
検
査
・
エ
イ
ズ
治
療 

エ
イ
ズ
検
査（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
）は
、５
ml

（
小
さ
じ
一
杯
）ほ
ど
採
血
し
、血
液
検
査
で

行
い
ま
す
。
全
国
の
保
健
所
な
ど
で
受
け
る

こ
と
が
で
き
、保
健
所
で
は
、料
金
は
無
料
、

匿
名
で
受
け
ら
れ
ま
す
。 

現
在
、身
体
の
中
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
を
完
全
に
取

り
除
く
治
療
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、医

学
の
進
歩
に
よ
り
、き
ち
ん
と
治
療
を
受
け

れ
ば
、発
症
を
遅
ら
せ
、コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
可

能
に
な
っ
て
い
ま
す
。
早
期
治
療
が
重
要
な
の

で
す
。 

問
合
　
津
島
保
健
所（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
の
相

談
、検
査
の
実
施
）
1
２４
ー

６
９
９
９ 

　
エ
イ
ズ
予
防
情
報
ネ
ッ
ト（
全
国
の
相
談
や

検
査
窓
口
、エ
イ
ズ
に
関
す
る
情
報
紹
介
）

　h
ttp
://a
p
i-n
e
t.jfa
p
.o
r.jp
/ 

  

日
時
　
１２
月
１６
日

　
午
後
２
時
〜
４
時 

場
所
　
津
島
保
健
所
２
階
大
会
議
室 

内
容
　 

・
講
演
会（
講
師
　
高
田
弘
幸
氏
　
市
民
病

院
小
児
科
部
長
） 

・
個
別
相
談（
小
児
科
医
・
栄
養
士
） 

・
交
流
会
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
レ
ル
ギ
ー
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
） 

※
講
演
会
の
み
の
参
加
も
可 

      

対
象
　
子
ど
も
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
関
心

の
あ
る
保
護
者（
託
児
あ
り
、定
員
に
な
り

次
第
締
切
） 

参
加
費
　
無
料 

申
込
　
１２
月
４
日

ま
で
に
直
接
左
記
へ
。 

問
合
　
津
島
保
健
所
　
1
２６
ー

４
１
３
７ 

尿
漏
れ
防
止
体
操 
市
民
病
院
公
開
講
座
 

１２
月
１
日
は
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
で
す
 

新規HIV感染者・エイズ患者　上位５位の自治体 
a　HIV感染者上位自治体 

１ 
２ 
３ 
４ 
５ 

東京都 
大阪府 
神奈川県 
愛知県 
福岡県 

４１０ 
１５６ 
６８ 
６７ 
４６ 

自治体 報告数 

b　エイズ患者上位自治体 

１ 
２ 
３ 
４ 
５ 

東京都 
大阪府 
愛知県 
神奈川県 
福岡県 

９６ 
５３ 
３２ 
２９ 
２４ 

自治体 報告数 

エ
イ
ズ
っ
て
ど
ん
な
病
気
？ 

エ
イ
ズ
発
生
動
向 

エ
イ
ズ
検
査
・
エ
イ
ズ
治
療 

   

災
害
時
の
情
報
伝
達
手
段
と
し
て
、海

部
地
域
７
自
治
体
と
西
尾
張
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
が

共
同
し
て
設
立
し
ま
し
た
。 

現
在
、通
常
放
送
と
し
て
、海
部
地
域
の

自
治
体
情
報
や
防
犯
防
災
情
報
を
始
め
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ
り
、バ
ラ
エ
テ
ィ
に

富
ん
だ
番
組
が
放
送
さ
れ
て
い
ま
す
。 

災
害
時
に
は
、緊
急
放
送
に
切
り
替
わ
り
、

地
域
に
密
着
し
た
避
難
情
報
や
災
害
情
報

を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

日
ご
ろ
か
ら
、聞
く
習
慣
を
つ
け
、い
ざ

と
い
う
と
き
の
情
報
収
集
に
活
用
し
て
く

だ
さ
い
。 

ま
た
、西
尾
張
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で
は
、デ
ー
タ

放
送（
ク
ロ
ー
バ
ー
Ｔ
Ｖ
１
２
１
Ｃ
Ｈ
、ｄ
ボ

タ
ン
）で
、次
の
地
域
情
報
を
提
供
し
て
い

ま
す
。 

・
災
害
情
報
、気
象
情
報
、河
川
情
報
、交

通
情
報 

・
自
治
体
情
報（
お
知
ら
せ
・
イ
ベ
ン
ト
・
施

設
情
報
・
避
難
情
報
・
安
全
情
報
・
防
災

情
報
な
ど
） 

・
警
察
、消
防
、休
日
診
療
所
の
情
報 

・
鉄
道
運
行
情
報
、渋
滞
情
報 

は
い 

せ
つ 
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フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
 

移
動
事
務
所
開
設
の
お
知
ら
せ
 

第
６８
回
津
島
市
駅
伝
競
走
大
会
 

水
泳
教
室
第
４
期
生
募
集
 

   
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
会
員
の
登
録
、事

業
説
明
の
た
め
移
動
事
務
所
を
開
設
し
ま
す
。 

日
時
・
場
所 

西
地
区
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
１２
月
１７
日

　
午
前
１０
時
〜
正
午 

東
地
区
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
１２
月
２４
日

　
午
前
１０
時
〜
正
午 

問
合
　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　
　
1
５５
ー

７
７
０
８ 

     

日
時
　
１
月
３１
日

　
午
前
８
時
３０
分 

　
　
　（
雨
天
予
備
日
　
２
月
７
日

） 

集
合
場
所
　
天
王
川
公
園
片
岡
銅
像
前 

部
門
お
よ
び
参
加
資
格
　
下
表
の
と
お
り 

チ
ー
ム
構
成
　
監
督
１
人
、選
手
５
人
、補
欠

３
人（
男
女
の
混
成
チ
ー
ム
は
不
可
） 

参
加
費 

・
一
般
男
子
、高
校
男
子
　 

　
１
チ
ー
ム
　
２
０
０
０
円 

・
一
般
女
子
、中
学
男
子
・
女
子 

　
１
チ
ー
ム
　
１
５
０
０
円 

申
込
　
所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、参
加
費
を
添
え
て
１２
月
１
日

〜

２４
日

に
社
会
教
育
課
へ
。 

監
督
主
将
会
議
　
１
月
２７
日

午
後
７
時
か

ら
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。 
 

そ
の
他 

・
天
候
に
よ
る
開
催
の
有
無
は
、当
日
午
前

７
時
に
決
定
し
ま
す
。 

・
申
し
込
み
後
は
大
会
中
止
の
場
合
を
除
き

参
加
費
の
返
金
は
行
い
ま
せ
ん
。 

・
健
康
管
理
に
十
分
留
意
の
上
、ご
参
加
く

だ
さ
い
。 

                       

主
催
　
市
、市
教
育
委
員
会
、市
体
育
協
会 

主
管
　
市
体
育
協
会
陸
上
部 

問
合
　
社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
Ｇ
　
　

　
　
内
線
２
２
８
４
・
２
２
８
５ 

  

場
所
　
総
合
プ
ー
ル（
屋
内
プ
ー
ル
） 

仮
受
付
　
１２
月
４
日

〜
１１
日

午
前
８
時

３０
分
〜
午
後
５
時（
た
だ
し
、１２
月
１１
日

は
正
午
ま
で
）に
錬
成
館
へ
。 

　（
月
曜
日
休
館
） 

抽
選
　
定
員
を
超
え
た
場
合
、１２
月
１１
日

午
後
２
時
か
ら
錬
成
館
で
抽
選
。
終
了
後

結
果
を
掲
示
し
ま
す
。 

受
付
　
抽
選
終
了
後
、１２
月
１８
日

午
後
５

時
ま
で
に
、手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
月

曜
日
は
除
く
） 

※
定
員
に
満
た
な
い
水
泳
教
室
は
、順
次
受

付
け
ま
す
。 

受
講
料
　
２
１
０
０
円 

そ
の
他 

　
受
講
料
と
は
別
に
保
険
料
小
人
８
０
０
円
、

大
人
は
１
８
５
０
円（
年
度
内
有
効
）と
毎

回
プ
ー
ル
入
場
料
が
必
要
で
す
。 

問
合
　
錬
成
館
　
1
２４
ー

８
０
０
１ 

　
　
　
総
合
プ
ー
ル
　
1
２８
ー

２
５
５
６ 

 

部　門 距離(㎞)

一般男子 ２０.９ 

高校男子 ２０.９ 

一般女子 １９.４ 

中学男子 

中学女子 
 

１９.４ 

参　加　資　格 

津島市・愛西市・弥富市・あま市・海部郡に
在住、在勤の方で事業所、団体等の単位で
構成したチーム（中学生・高校生は不可） 

津島市・愛西市・弥富市・あま市・海部郡に
在住、在勤の方および在学の高校生で構成
したチーム 

津島市・愛西市・弥富市・あま市・海部郡に
在住、在学の高校生で構成したチーム 

津島市・愛西市に在学の中学生で構成した
チーム 

ス
ポ
ー
ツ
 

期　　間 回数 

８回 

時 　　間 曜日 対　　　　象 定員 教　室　名 

１月１２日～３月１日 

１月１３日～３月２日 

１月１４日～３月３日 

１月１５日～３月４日 

午後４時３０分～６時 

午後２時～３時３０分 

午後４時～５時 

午後５時３０分～７時 

午後４時３０分～６時 

午後４時３０分～６時 

午後６時１５分～７時４５分 

火 

水 

木 

金 

小学生（初心者） 

１８歳以上 

幼稚園・保育園の年長 

小学生（初心者） 

小学生（初心者） 

小学生（初心者） 

小学３年生～（泳力１００m以上の児童） 

３０人 

３０人 

１５人 

３０人 

３０人 

３０人 

３０人 

こども(火） 

一　般 

チビッコ 

こども(水） 

こども(木） 

こども(金） 

こども泳力向上 
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スタンプ
会

スタンプ
会

財源確保のため有料広告を掲載しています。広告については市が推奨するものではありません。内容については直接広告主へお問い合わせください。 

第
２３
回
津
島
市
新
春
テ
ニ
ス
大
会
 

平
成
２７
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
 

ポ
ス
タ
ー
審
査
結
果
 

平成２８年３月３１日までは新旧スタンプは一緒にお使いいただけますので、早めにお使い下さい。 
平成２８年１月～特別交換イベント実施します。詳しくは平成２７年１２月１日の新聞折り込みチラシや店頭にて 

平成２８年１月１日 新有効期限 つし丸スタンプ発行 平成２８年１月１日 新有効期限 つし丸スタンプ発行 

新スタンプの発行に伴い、現在のつし丸スタンプは 新スタンプの発行に伴い、現在のつし丸スタンプは 

平成２８年３月３１日まで 
　　有効期限が迫ってます！ 
平成２８年３月３１日まで 
　　有効期限が迫ってます！ 
平成２８年３月３１日まで 
　　有効期限が迫ってます！ 

coming soon
coming soon

  
日
時
　
１
月
１０
日

　
午
前
８
時
５０
分 

場
所
　
市
営
庭
球
場 

種
目
　
ダ
ブ
ル
ス（
男
子
・
女
子
・
混
合
自
由
） 

参
加
費
　
無
料 

申
込
　
当
日
会
場
で
受
け
付
け
ま
す
。（
１
人

で
も
参
加
可
） 

後
援
　
市
教
育
委
員
会
、市
体
育
協
会 

問
合
　
市
テ
ニ
ス
協
会（
浅
野
） 

　
　
　
1
０
９
０
ー

３
９
５
３
ー

９
４
０
７ 

　
　
　（
問
合
時
間
　
午
後
７
時
〜
１０
時
） 

            

市
内
の
小
中
学
校
お
よ
び
高
等
学
校
の
児

童
・
生
徒
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
１
５
６
作
品
の

中
か
ら
、明
る
い
選
挙
津
島
市
推
進
協
議
会

が
入
選
９
作
品
、佳
作
２５
作
品
を
選
考
し
ま

し
た
。 

入
選
作
品（
敬
称
略
） 

小
学
校
の
部 

　
長
尾
彩
未
　（
高
台
寺
小
３
年
） 

　
浅
野
有
稀
　（
北
小
５
年
） 

　
松
田
樹
沙
　（
神
守
小
５
年
） 

中
学
校
の
部 

　
松
永
大
翔
　（
天
王
中
２
年
） 

　
佐
藤
由
唯
　（
藤
浪
中
２
年
） 

　
佐
藤
由
依
　（
神
守
中
２
年
） 

高
校
の
部 

　
速
水
柚
菜
　（
津
島
高
１
年
） 

　
谷
元
優
希
美（
津
島
高
１
年
） 

　
松
岡
　
花
　（
清
林
館
高
１
年
） 

な
お
、県
選
挙
管
理
委
員
会
に
よ
る
審
査

で
次
の
３
作
品
が
入
選
し
、中
央
審
査
で
、松

岡
花
さ
ん
の
作
品
が

明
る
い
選
挙
推
進
協

会
会
長･

都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
連
合

会
会
長
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。 

                     

 
         

市
の
入
賞
作
品
を
、
１２
月
１３
日

ま
で
ヨ

シ
ヅ
ヤ
津
島
本
店
に
展
示
し
て
い
ま
す
。 

問
合
　
市
選
挙
管
理
委
員
会（
総
務
課
庶
務

Ｇ
）内
線
２
３
５
１ 

   

（
市
内
在
学
の
優
勝
者
の
み
掲
載
） 

参
加
者
数
３
６
７
人 

中
学
男
子
１
年
の
部
　 

　
長
尾
透
真（
神
守
中
） 

 

成

績

発

表

 

▲天王中２年　松永大翔 

▲清林館高１年　松岡　花 ▲津島高１年　速水柚菜 

１１
月
８
日

　
愛
西
市
佐
織
体
育
館 

第
３９
回
津
島
地
区
少
年
剣
道
大
会
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（
敬
称
略
） 

個
人
戦
月
性
ブ
ロ
ッ
ク
準
優
勝（
将
棋
） 

土
屋
万
太
郎(
愛
宕
町) 

    

（
優
勝
者
の
み
、敬
称
略
） 

参
加
１３
チ
ー
ム 

愛
知
県
立
津
島
東
高
等
学
校
Ａ 

        

（
優
勝
者
の
み
、敬
称
略
） 

参
加
２５
組 

男
子
　
　
　
井
上
元
成
　
錦
野
雅
人
　
組 

女
子
１
部
　
森
田
有
里
　
横
井
未
奈
美
組 

　
　
２
部
　
鎌
田
恵
里
　
安
井
伶
美
　
組 

　
　
３
部
　
山
田
亜
弓
　
森
　
久
美
　
組 

      

   

ご
厚
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

市
へ 

パ
ー
ト
ナ
ー
の
会
様
・・・・・・
車
椅
子
　
２
台 

非
戦
の
碑
建
立
委
員
会
様
・・・・・・・・
記
念
碑 

 

福
祉
基
金
へ 

愛
知
県
小
商
業
協
同
組
合
様
・・・・・・・・
現
金 

 

生
涯
学
習
事
業
へ 

津
島
ア
マ
チ
ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス
連
合
会
様 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
現
金 

   

総
務
大
臣
感
謝
状 

山
内
志
朗
氏（
錦
町
） 

多
年
に
わ
た
り
、市
選
挙
管
理
委
員
会
の

委
員
と
し
て
、選
挙
の
管
理
執
行
お
よ
び
啓

発
活
動
に
従
事
さ
れ
た
功
績
に
対
し
て
授
与

さ
れ
た
も
の
で
す
。 

 お
詫
び
と
訂
正 

市
政
の
ひ
ろ
ば
１１
月
号
「
市
職
員
採
用
候

補
者
」
の
記
載
で
受
験
資
格
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。 

 

誤
　
一
般
土
木
施
工
管
理
技
師 

正
　
一
級
土
木
施
工
管
理
技
士 

  

寄
附
 

栄
誉
 

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
お
い
で
ま
せ
！
 

山
口
２
０
１
５（
第
二
十
八
回
全
国
 

健
康
福
祉
祭
や
ま
ぐ
ち
大
会
） 

１１
月
１
日

・
８
日

　
東
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド 

第
５２
回
津
島
市
民
総
合
体
育
大
会
 

（
サ
ッ
カ
ー
競
技
） 

１１
月
８
日

　
西
小
学
校
体
育
館 

第
３６
回
秋
季
市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
 

雑穀米　ゆで鶏の温野菜添え　舞茸スープ　 今月のバランス献立 今月のバランス献立 

※市役所１階市民情報サロン・保健センター２階・ヨシヅヤ情報コーナーにレシピがあります。また市公式ホームページにも掲載しています。 

１人分　５１３kcal　 
塩分２.５ｇ 

作り方 
①鶏むね肉皮なしはフォークをさして、塩、はちみつを塗り１
時間味をしみこませる。 

②水６００ｍｌに生姜ひとかけを入れ沸騰させ、鶏むね肉をいれ、
再沸騰したら火を止め、蓋をしてそのまま冷ます。 

③人参は乱切り、ブロッコリーは小房に分け茹でる。黄パプリ
カは乱切りにする。 

④冷めた鶏むね肉をスライスし、粒マスタードと野菜を添え、
Ａをかける。 

 

ゆで鶏の温野菜添え 
材料（２人分） 
鶏むね肉皮なし１枚（２００g）、
塩小さじ１/２ 、はちみつ大さ
じ１、生姜ひとかけ、粒マスタ
ード少々、人参１/３本、黄パプ
リカ１/２個、ブロッコリー半房、
Ａ（砂糖・しょう油・えごま油、
すりごま各小さじ１、ゆずこし
ょう少々） 

行事名 

ハイハイ広場 １２月９日 午前１０時３０分～１１時１５分 なし 無料 なし 身長・体重計測と 
ふれあい遊び ０歳児親子※１ 当日受付 

パソコン教室 １２月１９日
午後１時３０分～３時 
午後３時～４時３０分 

前・後半 
各３人 無料 インクジェット 

年賀状　５枚 
年賀状をつくろう 小学生 １２月４日 ～ 

１２月１８日 午前１１時～１１時３０分 なし 無料 なし 手形と親子遊び 
１２月生まれの 
未就園児親子 

１２月生まれ 
お誕生日会 

１２月１日 ～ 
１５日

１２月２６日 午後２時～３時 なし 無料 お茶、タオル 
上靴 

お茶、上靴 

卓球 
（人数により、内容変更あり） 

中学生 
高校生 スポーツあそび 当日受付 

開催日 時間 対象 受付期間 定員 内容 参加費 持ち物 

クリスマス 
パーティー クリスマス会 １２月１３日 午後１時３０分～３時 ２０人 材料費 

２００円 
お茶、上靴 小学生 １２月４日 ～ 

お母さんのリラックス法と 
ふれあい遊び ベビーマッサージ １２月１１日 午前１０時３０分～１１時３０分 １０組 材料費 

５００円 
バスタオル 

水分補給できるもの ０歳児親子※２ １２月４日 ～ 

鏡もちをつくろう 鏡もちをつくろう １２月２６日 午前１０時３０分～正午 １０人 材料費 
２００円 小学生 １２月１１日 ～ 

○開館時間：午前９時３０分～午後５時（水曜日午後と木曜日の休館日は除く）　○児童館に貴重品を持ってこないようにしましょう。     
○定員のあるイベントの受付は、電話または直接児童館まで(定員になり次第締切)    ※１ 生後４カ月頃～満1歳頃　※２ 生後１カ月健診後～満1歳頃    

「市政のひろば」つしま2015.12２４ 
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市立図書館  
２５‐２１４５  

――――― 　 　 ――――― ――――― 　 　 ――――― 

皆さんと本との出会いを求めて、  
新着の図書をご紹介します。  

※毎月第４火曜日は、館内整理のため、神守公民館図書室、神島田公民館図書室もお休みします。 
　ご自宅から図書館ホームページで蔵書検索ができますので、ご利用ください。 
　津島駅構内（津島総合案内所）に「図書返却ポスト」を設置しておりますので、ご利用ください。 

児童書 一般書 

［ 　 １２月の休館日 　 ］ 

『みんなでつくる１本の辞書』　飯田朝子　文　寄藤文平　絵　福音館書店 

２２日
２９日 ～１月３日 　年末年始 

『パール街の少年たち』　モルナール・フェレンツ　作　岩崎悦子　訳　偕成社 

『御朱印案内』 
ＪＴＢパブリッシング 

『小さな盆栽づくり』　松井孝　監修　主婦の友社 

『いい弁護士の選び方上手な付き合い方』　大坪孝行　著　翔泳社 

ここ最近、京都や奈良の寺院で
御朱印をもらう観光客が増えてい
るそうです。御朱印は、墨書と押
印による署名のようなもので、寺
社等を参拝した証として書いても
らいます。また、「御朱印帳」とい
う専用のものを使用するのも特
徴的です。 
この本は全国の寺院・神社の御
朱印を紹介した内容で、文字と朱
印の意味を分かりやすく解説して
います。期間限定の御朱印も紹介
されていますので、御朱印を頂く
前にはぜひご一読ください。 

『稲と日本人』 
甲斐信枝　作 

佐藤洋一郎　監修 
福音館書店 

 

今から二千年くらいむかし、日
本で米作りが始まったといわれて
います。アジアの国々から作り方
が伝わり、人から人、村から村へと
少しずつ広がっていきました。 
この本は、日本人がどのように

して「稲」を育ててきたのかとい
うことについて、大昔から現在ま
でを紹介した内容になっています。
害虫や洪水、日照りといった苦労
の中で稲はどう生活に結び付い
ていったのでしょうか。 

神守中学校３年 
中山佳祐 君 

感謝 
僕は今年の学校祭で、ブロックリーダ
ーを務めさせていただきました。練習
が始まる前、きちんと出来るのかととて
も不安でした。 
学校祭の練習が始まり、最初はしっか

りと指示をすることができませんでした。
自分の思うようにいかなくて悩んだり、
投げ出したくなったりした時もありました。
でも、そんな時に親身になって話を聞い
てくださった先生方、そして一緒に悩み
ながら協力してくれたクラスの仲間など、

たくさんの人が僕を支えてくれました。
そのおかげで最後までブロックリーダー
として精一杯やり遂げることができました。
この経験を通して、自分が本当に多くの
人に支えられて生きていること、途中で
あきらめずにやり遂げることの大切さを
改めて実感することができました。 
ブロックリーダーを務め、たくさんの
経験ができて本当によかったと思います。
ありがとうございました。 
 

財源確保のため有料広告を掲載しています。広告については市が推奨するものではありません。内容については直接広告主へお問い合わせください。 

２５ 「市政のひろば」つしま2015.12



小 第７回K&K年忘れ歌謡祭 
１２月６日
午前９時２０分 無料 岩瀬 

1０９０-１２３８-２７０３ 

大 ドラゴンゲート津島大会 
ドラゴンゲート 
　  ticket-info@dg-pro.jp

１２月１８日
午後６時３０分 

有料 

小 チャリティーバレエコンサート １２月２３日（水・祝）
午後１時 無料 水野 

1０５６７-２４-３９１４ 

小 年忘れ歌の温故知新 小柳 
1０５６７-２６-６０５７ 

１２月５日
午前９時３０分 

無料 

大 第７回ジャズの夕べ １２月４日
午後６時４５分 有料 文化会館 

1０５６７-２４-１１２２ 

無料 第７回ミニ探鳥会 
弥富野鳥園 
1０５６７-６８-２３３８ 

１２月６日  
午前１０時３０分～１１時３０分 

弥富野鳥園 
保護地内 

無料 巨大かるた作り 
あま市七宝焼 
アートヴィレッジ 
1０５２-４４３-７５８８ 

１２月１２日  
午前１０時～正午 

あま市七宝焼 
アートヴィレッジ 
交流ホール 

６,０００円 
（額付） 

七宝焼体験教室特別企画 
「干支（申）の額絵」 

あま市七宝焼 
アートヴィレッジ 
1０５２-４４３-７５８８ 

１２月２日 ・３日 ・６日 ・ 
１８日 ・１９日  
午前９時３０分～１１時３０分 

あま市七宝焼 
アートヴィレッジ 
交流工房 

３００円 キャンドルナイトのつどい 
「モザイクキャンドルを作ろう」 

あま市七宝焼 
アートヴィレッジ 
1０５２-４４３-７５８８ 

１２月２３日（水・祝） 
午後２時～４時 

あま市七宝焼 
アートヴィレッジ 
交流工房 

大 ８００円 
小 ５００円 

クリスマスオーナメント 
を作ろう 

あま市七宝焼 
アートヴィレッジ 
1０５２-４４３-７５８８ 

１２月１日 ～２３日（水・祝） 
（毎週月曜日は休館日） 
午前９時３０分～午後３時３０分 
制作時間１２０分の作品は午後２時３０分、 
９０分の作品は午後３時受付締切　 

あま市七宝焼 
アートヴィレッジ 
体験工房 

無料 
野鳥撮影教室 
野鳥撮影会 

弥富野鳥園 
1０５６７-６８-２３３８ 

１２月１２日  
午前１０時３０分～午後３時 

弥富野鳥園 
本館２階会議室 

無料 第７回探鳥会 弥富野鳥園 
1０５６７-６８-２３３８ 

１２月２０日  
午前１０時～正午 

弥富野鳥園 
保護地内 

４００円 クリスマスキャンドルを 
つくろう 

海南こどもの国 
1０５６７-５２-１５１５ 

１２月５日 ・６日  
午前１０時３０分～午後３時 

海南こどもの国 
多目的ホール 
定員：各日５０人 

２００円 クリスマスツリーを 
つくろう 

海南こどもの国 
1０５６７-５２-１５１５ 

１２月１３日  
午前１０時３０分～午後３時 

海南こどもの国 
多目的ホール 
定員:１００人 

５００円 ミニ門松をつくろう 
海南こどもの国 
1０５６７-５２-１５１５ 

１２月２０日  
午前１０時３０分～午後３時 

海南こどもの国 
多目的ホール 
定員:６０家族 

問　合 場　所 日　時 名　称 料　金 

iPadを使った脳トレ教室 生涯学習センター １回５００円 (初回無料) 
 

特定非営利活動法人 
ライフサポートみわ 
西島 
1０９０-３９５４-０７５７ 

１月７日～３月１０日の 
毎週木曜、および２月１０日  

午前１０時３０分～ 
１１時３０分 

iPadを使った脳トレ教室 児童科学館 １回５００円 
(初回無料) 

 

特定非営利活動法人 
ライフサポートみわ 
西島 
1０９０-３９５４-０７５７ 

１月７日～３月１０日 
毎週木曜 

午後１時～２時 

おはなしくるりん 
読み聞かせ祭り２０１６ 
サトシンさん講演会 
 

市立図書館 
２階 大集会室 

 

資料代 
中学生以上１００円 
３歳～小学生５０円 

※整理券を１２月１３日（日） 
図書館にて配布開始 

おはなしくるりん 
実行委員会 
寺田 
1０９０-３２５７-４１６９ 

１月１６日  
午後１時３０分～３時 
（開場：午後１時） 

おはなしくるりん 
読み聞かせ祭り２０１６ 
第１部：やってみよう！読み聞かせ初体験 
第２部：おてて絵本講座 

市立図書館 
２階 小集会室 

 

無料 
※読み聞かせ初体験には、 
事前申し込み必要 
（締切:１２月２８日） 

おはなしくるりん 
実行委員会 
寺田 
1０９０-３２５７-４１６９ 

１月１７日  
第１部 

午後１時３０分～午後２時 
第２部 

午後２時～３時３０分 
（開場：午後１時） 

「市政のひろば」つしま2015.12２６ 

問　合 日　時 催　し 入場料 ホール 

文化会館 
催しガイド 

（１１月１日現在） 
※掲載している催し物の 
　名称などは予定です。 

※開催時間、休館日、 
事業の詳細な内容は、 
問い合わせ先でお尋ね 
ください。 

津島市市長公室 

企画政策課 

1０５６７‐２４‐１１１１ 

となり街 
お出かけ 
情報 

問　合 場　所 日　 時 名　 称 料　金 

問合　つしま夢まち 

　　　づくりセンター 

　　　1・　５８-４１３３ 

つしま 

夢まちづくり 

提案補助事業 



第１８０回 

消防本部予防課 
つけましたか？住宅用火災警報器 

1２３ー０４１９ 

日本消防検定協会NSマーク 

就
寝
中
な
ど
に
火
災
が
発
生
し
た
と
き
の

「
逃
げ
遅
れ
」
を
防
ぐ
た
め
、す
べ
て
の
住
宅

に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。ま
だ
設
置
し
て
い
な
い
ご
家

庭
は
早
め
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。 

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
火
災
に
よ
り
発
生

す
る
煙
を
自
動
的
に
感
知
し
、音
や
音
声
で

知
ら
せ
る
も
の
で
す
。
原
則
と
し
て
寝
室
と

階
段
に
設
置
が
必
要
で
す
。 

《
そ
ろ
そ
ろ
古
く
な
っ
て
き
て
い
ま
せ
ん
か
？
》 

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
平
成
１８
年

６
月
に
義
務
化
さ
れ
、そ
ろ
そ
ろ
電
池
が
切

れ
る
時
期
と
な
り
ま
す
。 

電
池
が
切
れ
た
場
合
、住
宅
用
火
災
警
報

器
か
ら
電
池
切
れ
を
知
ら
せ
る
音
が
し
ま
す
。 

音
声
で
知
ら
せ
る
も
の
、ピ
ッ
ピ
ッ
ピ
・・
と

音
で
知
ら
せ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

普
段
聞
き
な
れ
な
い
電
子
音
が
ご
自
宅
で

す
る
場
合
は
、住
宅
用
火
災
警
報
器
の
電
池

切
れ
の
音
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
確
認

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

電
池
切
れ
の
場
合
は
、販
売
店
ま
た
は
製

造
メ
ー
カ
ー
に
対
処
方
法
を
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。 

 設
置
器
具 

煙
式
の
住
宅
用
防
災

機
器（
警
報
器
ま
た
は
、

報
知
設
備
）で
、日
本
消

防
検
定
協
会
Ｎ
Ｓ
マ
ー

ク
入
り
の
も
の
を
推
奨 

 取
り
扱
い
・
販
売 

家
電
販
売
店
、ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、ス
ー
パ

ー
等
の
防
災
グ
ッ
ズ
売
り
場
に
て
販
売
さ
れ

て
い
ま
す
。 

悪
質
な
訪
問
販
売
に
注
意
！ 

住
宅
用
防
災
機
器
の
設
置
義
務
化
を
契
機

と
し
て
、不
適
切
な
価
格
、無
理
強
い
販
売
な

ど
を
行
う
業
者
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。（
ク

ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
対
象
に
な
り
ま
す
） 

  

「
医
療
環
境
の
変
化
」へ
の
対
応
 

     
  

 

少
子
化
・
超
高

齢
化
や
人
口
減
少

が
進
む
中
で
、「
持

続
可
能
な
社
会
保

障
制
度
」
を
確
立

す
る
た
め
に
、国
は
、

医
療
制
度
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。
医
療
法

が
改
正
さ
れ
、「
地
域
医
療
構
想
の
策
定
」
や

「
医
療
事
故
調
査
制
度
の
導
入
」
な
ど
が
示

さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
ら
は
、医
療
制
度
改
革
の

中
で
大
き
な
問
題
で
あ
り
、市
民
病
院
と
し

て
も
き
ち
ん
と
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。 

は
じ
め
に
「
地
域
医
療
構
想
」
で
す
が
、こ

れ
は
、将
来
に
向
け
、病
床
の
機
能
分
化
・
連

携
を
進
め
る
た
め
に
、地
域
に
お
け
る
医
療

需
要
と
病
床
の
必
要
量
を
推
計
し
定
め
る
も

の
で
す
。
策
定
は
都
道
府
県
が
行
い
ま
す
。
病

床
の
必
要
量
は
、病
院
や
診
療
所
が
行
う
報

告（
現
状
・
今
後
の
方
向
な
ど
）を
活
用
し
て
、

高
度
急
性
期
、急
性
期
、回
復
期
、慢
性
期
の

４
機
能
ご
と
に
推
計
さ
れ
ま
す
。
当
院
は
、こ

の
地
域
に
お
い
て
、急
性
期
と
回
復
期
を
中

心
に
幅
広
く
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
現
在
あ
る
「
急
性
期
病
棟
」
、

「
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
」
、「
緩

和
ケ
ア
病
棟
」
に
加
え
て
、平
成
２８
年
４
月
か

ら
は
、在
宅
・
生
活
復
帰
に
向
け
た
医
療
を
提

供
す
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
」
の
導
入
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
病
床
の
機
能
分
化
を
行

い
、患
者
さ
ん
の
状
態
に
応
じ
た
医
療
の
提

供
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

次
に
「
医
療
事
故
調
査
制
度
」
で
す
が
、こ

れ
は
、医
療
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
、医

療
事
故
の
再
発
防
止
を
行
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
、医
療
事
故
の
調
査
の
仕
組
み
等
を
定

め
る
も
の
で
す
。
医
療
機
関
や
助
産
所
に
対

し
、「
診
察
行
為
に
関
連
し
た
患
者
さ
ん
の
予

期
せ
ぬ
死
亡
や
死
産
に
つ
い
て
の
第
三
者
機

関
へ
の
届
出
」
、「
院
内
調
査
」
、「
遺
族
へ
の
説

明
」
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。こ
の
制
度
は
１０

月
か
ら
施
行
さ
れ
て
お
り
、不
慮
の
事
態
に

直
面
し
た
遺
族
に
経
緯
や
原
因
を
示
し
、再

発
防
止
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
が
、院
内
調
査
結
果
の
説
明

を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
の
か
な
ど
、医
療

機
関
等
の
判
断
・
責
任
な
ど
が
非
常
に
重
要

に
な
り
ま
す
。
遺
族
の
方
が
希
望
す
る
方
法

で
説
明
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。 

こ
の
他
に
も
、「
平
成
２８
年
度
診
療
報
酬
改

定
」
や
「
日
本
専
門
医
機
構
の
動
向
」
な
ど
、

今
後
注
視
が
必
要
な
変
化
も
多
々
あ
り
ま
す
。

医
療
の
現
場
で
は
、課
題
は
山
積
み
で
す
。
当

院
を
利
用
さ
れ
る
皆
様
に
「
よ
り
良
質
で
安

全
・
安
心
な
医
療
」
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
、

こ
う
し
た
変
化
に
適
切
に
対
応
し
て
、一
歩
ず

つ
前
進
し
成
果
を
上
げ
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。 
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一緒に考えましょう 

健康のこと 
医療のこと 



M
Y

 
K

A
R

T
E

食
事
の
欧
米
化
、肥
満
な
ど
に
よ
り
日
本

で
近
年
急
激
に
増
加
し
て
い
る
の
が
大
腸
癌

で
す
。
 

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
の
発
表
し
た
２

０
１
５
年
の
が
ん
統
計
予
測
で
は
、こ
れ
ま
で

ト
ッ
プ
で
あ
っ
た
胃
癌
を
抜
い
て
大
腸
癌
が
ト

ッ
プ
に
な
り
ま
し
た
。
 

 
原
因
 

近
年
の
食
生
活
は
急
速
に
欧
米
化
し
て
お

り
、脂
肪
の
多
い
食
事
に
変
化
し
て
い
ま
す
。

カ
ロ
リ
ー
の
高
い
食
事
を
と
る
と
便
が
大
腸

に
留
ま
る
時
間
が
長
く
便
に
含
ま
れ
る
発
が

ん
性
物
質
も
長
時
間
留
ま
り
、が
ん
が
発
生

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
過
度
の
飲
酒
も

リ
ス
ク
要
因
と
し
て
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

更
に
肥
満
も
リ
ス
ク
要
因
と
言
わ
れ
て
お

り
Ｂ
Ｍ
Ｉ
２７
以
上
で
大
腸
癌
に
な
る
可
能
性

が
上
昇
す
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

 
症
状
 

症
状
と
し
て
一
番
多
い
の
は
血
便
で
あ
り
、

痔
だ
と
思
い
込
ん
で
検
査
を
受
け
ず
に
気
づ

い
た
ら
癌
が
進
行
し
て
い
た
と
い
う
ケ
ー
ス

が
よ
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
残
便
感
や

腹
部
膨
満
感
、腹
痛
、貧
血
な
ど
が
み
ら
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、早
期
の
大
腸
癌
は
何

も
症
状
が
出
な
い
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
 

 
検
査
 

一
般
的
な
検
診
で
は
、便
に
血
液
が
混
じ
っ

て
い
る
か
と
い
う
検
査
を
２
回
行
い
ま
す
。
陽

性
と
な
っ
た
場
合
は
、以
下
の
ど
ち
ら
か
の
方

法
で
精
密
検
査
を
行
い
ま
す
。
 

 
■
注
腸
検
査
 

前
日
は
１
日
検
査
食
を
た
べ
て
い
た
だ
き

前
日
夜
に
下
剤
を
飲
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

当
日
は
お
尻
か
ら
バ
リ
ウ
ム
と
空
気
を
入
れ

て
体
の
向
き
を
変
え
な
が
ら
レ
ン
ト
ゲ
ン
写

真
を
撮
影
し
て
い
き
１５
分
程
で
終
了
し
ま
す
。

大
腸
カ
メ
ラ
よ
り
は
苦
痛
は
少
な
い
で
す
が
、

平
坦
な
病
変
や
腸
の
重
な
り
が
多
い
部
位
で

は
病
変
を
発
見
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

 
 

■
大
腸
カ
メ
ラ
 

前
日
夜
に
下
剤
を
飲
ん
で
い
だ
き
、当
日

朝
に
２
時
間
か
け
て
１
・
５
〜
２

の
下
剤
と

水
を
内
服
し
ま
す
。
 

検
査
は
観
察
の
み
で
あ
れ
ば
１５
〜
２０
分
程

度
で
す
が
大
腸
は
腸
の
長
さ
や
伸
び
や
す
さ

に
個
人
差
が
あ
り
、観
察
時
間
は
こ
れ
よ
り

長
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

 
治
療
 

大
腸
ポ
リ
ー
プ
は
大
腸
癌
と
な
っ
て
い
く

も
の
が
あ
り
、ポ
リ
ー
プ
を
切
除
す
る
こ
と
に

よ
り
大
腸
癌
の
予
防
が
で
き
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。（
し
か
し
残
念
な
が
ら
全
て
の
癌
が

ポ
リ
ー
プ
由
来
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
）一
般
的

に
２０
㎜
く
ら
い
ま
で
の
ポ
リ
ー
プ
は
摘
除
可

能
で
あ
り
、ポ
リ
ー
プ
が
癌
化
し
て
も
浅
い
段

階
で
あ
れ
ば
内
視
鏡
を
使
っ
て
完
治
で
き
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

内
視
鏡
を
使
っ
て
の
治
療
が
で
き
な
い
大

腸
癌
は
手
術
と
な
り
ま
す
が
、便
が
通
る
状

態
で
他
の
臓
器
に
癌
の
転
移
が
あ
る
場
合
は
、

抗
癌
剤
に
て
の
治
療
に
な
り
ま
す
。
 

最
後
に
 

大
腸
の
検
査
は
怖
い
と
思
わ
れ
て
い
る
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
が
当
院
で
は
不
安
や
痛

み
が
出
な
い
よ
う
に
丁
寧
に
検
査
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
症
状
が
あ
る
方
、検

診
で
便
鮮
血
陽
性
に
な
っ
た
方
は
病
気
の
早

期
発
見
の
た
め
、ぜ
ひ
検
査
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。
 

 

No３ ３ ２ 

大
腸
癌
に
つ
い
て 

津島市民病院　 
消化器科医長 
安田　真理子 
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カ 
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テ 
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の母子健康診査、BCG予防接種、教室のお知らせ １月 
持ち物 定員 対象 受付時間（開催時間） 日 種別 

★看護師・保健師・管理栄養士・歯科衛生士が担当します ★あなたの健康づくりを応援します 
健康ホットライン 
1２７－１０２１（相談専用です） 

月～金（祝日を除く） 
午前９時３０分～１１時 

１２月１８日 、１月１５日  
＊上記以外の日程でも相談可能 

ご自身や家族の健康について、また、育児に関する
ことを専用電話で、保健師が相談をお受けします。 

健康相談 
月～金（祝日を除く） 
午前９時～午後５時 
＊要予約 
  電話相談可 

生活習慣病など健康に関すること。 
血圧・尿・体脂肪・喫煙度チェックもできます。 

こころの健康相談 こころの不調への早期対応、予防に関すること。 

お口の健康相談 歯みがきの方法等、歯科に関すること。 

体力チェック 簡単な体力測定で、体力年齢がわかります。 

家庭訪問 ご家庭に訪問して、相談をお受けします。 

栄養相談（要予約） 食生活に関する相談を管理栄養士がお受けします。 

場所・予約・問い合わせは保健センター 

くすり安心電話 
津島海部薬剤師会
会員が、緊急時の薬
の相談に応じます。 
 
午後９時～翌日午前
９時 
 
1０９０-２１３６-３８５８ 

妊産婦歯科 
健康診査 ２６ 午後１時～３時３０分 

（指定された時間） 

妊娠中の方、出産後１年以内の方 
内容：歯科健康診査、ブラッシング指導、交流会 
＊妊娠中１回（安定期のときに受けてください）、 
産後１回受けることができます 

２０人 
予約制 

母子健康手帳 
手鏡、歯ブラシ、 
タオル 

２歳児歯科 
健康診査　 ２１ 午後１時～１時４５分 

（指定された時間） 
平成２６年１月生のお子さん 
（３歳未満まで受診可） 

４０人 
予約制 

母子健康手帳、問診票 
タオル 
仕上げ磨き用歯ブラシ 

―― ＢＣＧ 
予防接種 １２ 午後１時２０分～２時 

（指定された時間） 
生後１歳に至るまでのお子さん 
＊対象者に個別通知をします 

母子健康手帳 
BCG予診票 

―― ４カ月児 
健康診査 

６

２０
午後１時～２時３０分 
（指定された時間） 

生後４カ月を過ぎたお子さん 
＊対象者に個別通知をします 
（１歳未満まで受診可） 

母子健康手帳 
問診票 

―― 
１５

２９
３歳児 
健康診査 午後１時～１時４５分 

平成２５年１月生のお子さん 
＊対象者に個別通知をします 
（４歳未満まで受診可） 

母子健康手帳 
問診票 
視力･聴力アンケート 

―― １歳６カ月児 
健康診査 午後１時～１時４５分 

平成２６年６月生のお子さん 
＊対象者に個別通知をします 
（２歳未満まで受診可） 

母子健康手帳 
問診票 

１４

２８

離乳食 
前期 ２７ 午前９時４５分～１０時 

(午前１０時～１１時３０分)

教室開催月に５～７カ月頃になるお子さんを 
もつ保護者 
内容：離乳食初期から中期のお話と試食など 

２５人 
予約制 母子健康手帳 

☆健康診査はすべて１～２時間程度かかります。健康診査を受けていない方は、保健センターの保健師がご家庭を訪問します。      
☆１歳６カ月児・３歳児健康診査でブラッシング指導をご希望の方は健診終了後に実施します。（歯ブラシを持参）      
☆３歳児健康診査では当日会場で尿検査を実施します。      
☆麻しん（はしか）、風しん（三日ばしか）、水痘（水ぼうそう）、流行性耳下腺炎（おたふくかぜ）、インフルエンザ、とびひ等にかかっている方は、
医師の許可が出てからお越しください。      
☆予約制の場合は、定員になり次第締め切らせていただきます。      
☆暴風警報等が、愛知県西部地方に発令された場合は実施できないことがありますので、保健センターにお問い合わせください。     
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　月…………　　  件（　　   件） 
（　）内は平成２７年中の累計 

　月………………　  件（　   件） 
（　）内は平成２７年中の累計 

事故発生件数 …　   件（　   件） 
うち死亡者 ………  　人（　   人） 
犯罪発生件数 …  　 件  
（　）内は平成２７年中の累計 

総人口……　　　 人 （  　　） 
　男………　　　 人 （  　　） 
　女………　　　 人 （  　　） 
世帯数…　　　  世帯（  　　） 
１１月１日現在、（　）内は前月比 

１０ 

問　合 場　所 日　時 相　　談　　名 

談 相 民 市 月 １２ 
※相談員の都合により相談を休むことがありますので、当日、電話でご確認ください。翌月7日分まで掲載。 
※法律相談は、受付件数が限られていますので、ご希望の日時に相談できない場合があります。 
※年金相談は、受付件数が限られています。（番号札は、当日午前８時３０分より配布） 

保険年金課 医療･年金Ｇ 
内線２１２１ 市役所１階相談室 年金相談 ２、１６日、１月６日 

午前１０時～午後３時 

総務課 庶務Ｇ 
内線２３５１ 市役所１階相談室 法律相談（要予約） ８日　午後１時～４時 

産業振興課 企業誘致・商工推進Ｇ 
内線２２５６ 市役所１階相談室 消費生活相談 

４、９、１８、２４日、１月４日 
午後１時３０分～４時３０分 

＋２１ 
ー９ 
＋３０ 
＋３４ 

６４,２１１ 
３１,５９２ 
３２,６１９ 
２５，７６３    

市内の 
交通事故・ 
犯罪 
［１１月］ 

人口と 
世帯 
（外国人を含む） 

 

市内の 
火災 

救急車の 
出動回数 

津島データファイル 

総合保健福祉センター 
２階市民相談室 行政相談 ４日 

午前１０時～正午 
1２４‐３４５６　相談日のみ 

総合保健福祉センター 
２階市民相談室 内職相談 

３、１０、１７、２４日、１月７日　 
午前１０時～正午、午後１時～３時 1２４‐３４５６　相談日のみ 

総合保健福祉センター 
２階市民相談室 心配ごと相談 

１１、２５日　午前９時～正午 
受付は終了時間の1時間前まで 

1２４‐３４５６　相談日のみ 
1２５‐８４１１　社会福祉協議会 

総合保健福祉センター 
２階市民相談室 法律相談（要予約） １、１５日、１月５日 

午後１時～４時 
1２４‐３４５６　相談日のみ 
1２５‐８４１１　社会福祉協議会 

総合保健福祉センター 
２階市民相談室 結婚相談 

３、７、１０、１４、１７、２１、２４、２８日、 
１月４、７日　午前１０時～正午 
受付は終了時間の1時間前まで 

1２４‐３４５６　相談日のみ 
1２５‐８４１１　社会福祉協議会 

老人福祉センター 高齢者の健康相談 １、８、２２日、１月５日 
午後１時～３時　 1２８‐７５６１ 

神島田祖父母の家 高齢者の健康相談 ９、１６日、1月６日 
午後１時～３時 1３２‐２１５１ 

総合保健福祉センター 
３階家庭児童相談室 家庭児童相談 

月曜日～金曜日（祝日、年末年始は除く） 
午前８時３０分～午後５時１５分 1２４‐０３５０ 

公益社団法人認知症の人と 
家族の会・愛知県支部 認知症介護相談 

月曜日～金曜日（祝日、年末年始は除く） 
午前１０時～午後４時 1０５６２‐３１-１９１１（電話相談） 

１０ 

１７ ２ 

２,４４８ ２４４ 

税や料金の納付には便利な口座振替をご利用ください 
水道料金をはじめ、市に対するお支払いの多くにご利用いただけます。
取扱金融機関の窓口にてお申し込みください。 
取扱金融機関 
いちい信用金庫、三菱東京UFJ銀行、大垣共立銀行、十六銀行、三重銀行、愛知銀行、名古屋銀行、
中京銀行、東海労働金庫、海部東農業協同組合、あいち海部農業協同組合、ゆうちょ銀行（郵便局） 

市税の今後の納期 

津島商工会議所相談室 相続･登記相談（要予約） 
※ただし、相続税は除く 
 

２、１６日、１月６日 
午後１時～３時 1２８‐２８００　津島商工会議所 

勤労者安心ネット 
ワークセンター 

労働者特別相談・ 
勤労者金融相談 

月曜日～金曜日（祝日、年末年始は除く） 
午前１０時～正午、午後１時～４時 

1０１２０‐８１‐１５０５ 
（電話相談） 

３７ 
０ 
６６ 

３４０ 
１ 

市 県 民 税  

固定資産税・都市計画税 

国民健康保険税 

３　月 

ー  

ー  

ー  

２　月 

ー  

第　４　期 

第　１０　期 

１　月 

第　４　期 

ー  

第　９　期 

固定資産税･都市計画税…第３期　　国民健康保険税…第８期　　平成２７年１２月２８日
介護保険料…第９期　　市営・改良住宅家賃､住宅新築資金等償還金､保育所保護者負担金…12月分 
後期高齢者医療保険料…第６期　納期限　平成２８年１月４日  
下水道事業受益者負担金…第３期　平成２７年１２月２５日

今月の市税や料金など 
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施設名 

留意 
事項 

年末年始の業務案内 年末年始の業務案内 

区 分  

可 燃 ご み 

ペットボトル 

不 燃 ご み  

空きびん・空き缶
古 紙 ・ 古 着  

有 害 ご み  

プラスチック  
製 容 器 包 装  

１２月１６日（水） ３１日（木）～ 
１月３日（日） 

２３日（水・祝） ２９日（火） ３０日（水） 

該当町内を収集し
ます 

収集休み 

１月１１日 
（月・祝） 

２月１１日 
（木・祝） 

３月２１日 
（月・祝） 

収集休み 

収集休み 

収集休み 

該当町内を収集し
ます 

該当町内を収集し
ます 

該当町内を収集し
ます 

該当町内を収集し
ます 

収集休み 該当町内を収集し
ます 

該当町内を収集し
ます 

該当町内を収集し
ます 

収集休み 収集はありません 

収集はありません 

収集はありません 

収集はありません 

該当町内を収集し
ます 

該当町内を収集し
ます 

該当町内を収集し
ます 

該当町内を収集し
ます 

収集はありません 

収集はありません 収集はありません 

収集はありません 収集はありません 

収集はありません 

収集はありません 

該当町内を収集し
ます 

該当町内を収集し
ます 

該当町内を収集し
ます 

該当町内を収集し
ます 

第３および第４水曜日収
集町内分を収集します 

該当町内を収集し
ます 

収集はありません 

収集はありません 

第１金曜日収集町
内分を収集します 

木曜日収集町内分
を収集します 

収集はありません 

収集はありません 

該当町内を収集し
ます 

収集はありません 

収集はありません 

収集はありません 収集はありません 

収集はありません 収集はありません 

※年末年始は、ごみの量が多いため、収集コース・収集時間が変更になります。 
　 必ず、午前８時３０分まで(厳守）に決められた集積場所へごみを出してください。 

家庭ごみの収集について【年末年始を含む収集日程表】２７年１２月～２８年３月 

年末年始の内科・小児科診療体制 

市 の 施 設 

し 尿 の く み 取 り 

● 期　　間　１２月３０日 ～１月３日  
● 受付時間　午前８時３０分～１１時３０分 
　 　　　　　午後１時～４時３０分 
● 場　　所　津島地区休日急病診療所 
時間外や内科・小児科以外の診療については、消防本部ま
たは、救急医療情報センターへ。連絡先は２９ページをご覧
ください。 

市役所が許可している次の各業者へ問い合わせてください。 

　● ㈲大政　　　　1２５-７３７４ 

　● ㈲吉川清掃社　1２６-４９１８ 

　● 尾西清掃㈱　　1２６-２９０８ 

　● エコ環境㈱　　1０１２０-２２２-６５２ 

市役所・神守支所・神島田連絡所※ 

市民病院 

総合保健福祉センター 

斎場 

文化会館 

大崎会館 

西地域防災コミュニティセンター 

つしま夢まちづくりセンター（市民活動センター） 

観光交流センター 

観光センター 

南文化センター 

中央児童館 

老人福祉センター 

わざ・語り・伝承の館 

神島田祖父母の家 

図書館 

図書館（神守分室・神島田分室） 

児童科学館 

公民館（中央・神守・神島田） 

錬成館 

総合プール 

葉苅スポーツの家 

生涯学習センター 

２５● 金 ２６● 土 ２７● 日 ２８● 月 ２９● 火 ３０● 水 ３１● 木 １● 金 ２● 土 ３● 日 ４● 月 ５● 火 ６● 水 

：通常業務　　　　：午前中のみ業務　　　　：業務を行わない日 

問合 清掃事務所 ２６‐９５７５ ２６‐４２２８ 

・市民病院の診療は、業務を行っていない日でも、救急の場合には、通常の休日と同様に診療を行います。 
・戸籍の届出（出生、婚姻、死亡等）および火葬の申請は、市役所が業務を行っていない日でも、市役所当直室で受け付けます。 
※神島田連絡所では、１２月２６日および２７日は、住民票の写しの交付および印鑑登録証明書の交付業務のみ行います。 
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１２ 

１０月号「市政のひろば」アンケート結果 
「市民病院」について 

１０月号「市政のひろば」アンケート結果 
「市民病院」について 

１０月号に掲載しましたアンケートについて、市民の皆様から数多くのご意見・ご提案をいただくことができました。
ご協力ありがとうございました。 
結果は下記のとおりです。（一部抜粋） 

（単位：人） 

～２０歳代 

１ 

３０歳代 

１３ 

４０歳代 

２８ 

５０歳代 

２９ 

６０歳代 

６３ 

７０歳代～ 

１１３ 

不明 

５ 

男性 

８７ 

女性 

１６０ 

不明 

５ 

全回答者 

２５２ 

１０月号「市政のひろば」アンケート結果 
「市民病院」について 

これらの結果を受け止め、皆様に満足して受診していただけるよう、安心・信頼の医療に努めてまいります。 
皆様からいただいたその他の貴重なご意見・ご提案につきましては、市ホームページに掲載させていただきます。 

問合　市民病院管理課管理Ｇ　1２８ー５１５１　内線２２０１ 

■市民病院で受診したことはありますか。 

■どのような点を不満に思われていますか。（複数回答） 

■受診していかがでしたか。 

０％ ２０％ ４０％ ６０％ ８０％ １００％ 

はい 過去にはある いいえ 無回答 

３ ０ ７ ３５ ２０７ 

０％ ２０％ ４０％ ６０％ ８０％ １００％ 

満足 どちらでもない 不満 無回答 

７５ ４１ ９１ 

０ １０ ２０ ３０ ４０ ５０ 

待ち時間 ４３ 
医師・スタッフの対応 ３７ 
診療内容（検査など） ２４ 
駐車場（数・料金） １４ 
料金（医療費） ５ 

院内施設 ４ 
その他 １６ 

■市民病院が将来どのような医療に力を入れてほしいと考えていますか。（複数回答） 

０ 

手術など高度な医療 １５８ 
救急医療 １４８ 

在宅医療の支援 １１８ 
リハビリなど機能回復 ７２ 

小児医療 ４４５ ４５ 
産婦人科医療 ３９ 

その他 

５０ １００ １５０ ２００ 

■市民病院が地域の方に信頼感・安心感を持っていただくために何が重要だと思いますか。（複数回答） 

０ ５０ 

夜間や休日でも診てもらえる １５４ 
どんな症状でも診てもらえる １５１ 

診療所との密接な連絡 １２０ 
講座やイベントの実施 ３２ 

その他 １７ 

１００ １５０ ２００ 
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ご家庭の家具等固定に関するアンケート 

問２ 家具等の固定をしていない理由をお聞かせください。(複数回答可)

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

必要だと思うところだけしてある 

家具がなく固定の必要がない 

固定する必要性を感じない(倒れてこない等) 

家具がつくり付けなどで固定の必要がない 

固定の仕方がわからない 

どこまで固定して良いかわからない 

固定のためにお金をかけたくない 

家具や壁などに傷や穴を開けたくない 

見栄えが悪くなるから 

面倒だから 

固定のために他人(大工さん等)を家に入れるのが嫌だから 

借家などの退去時に修復費用がかかる 

借家の大家や管理会社の許可が必要 

その他（　　　　　　　　　　　） 

 

問１ あなたのお住まいの家具等は固定してありますか。 
あてはまるものを１つ選んでください。 

１　全て固定している　→　問３へ 

３　固定していない　　→　問２へ 

２　一部固定している　→　問２・３へ 

大きな地震では、家具等の転倒によりケガをしたり避難路が絶たれたり、場合によっては命を落とすことがありま
す。阪神淡路大震災では、実際に約６００人の方々が倒れてきた家具等が原因で亡くなっています。 
また巨大地震が起きた時、揺れがおさまったら直ぐに安全な場所へ避難をする必要があります。その時、ご自身が
ケガをしていては避難が遅れたり、家族を助けることもできません。このようなリスクを軽減するために、津島市では
お住まいの家具等の固定を推進しております。 
このアンケートでは、皆さんのご家庭の家具等固定の実施状況やご意見をお伺いします。 
ぜひ、ご協力をお願いします。なお、回答内容は、集計のみに使用します。 
３５ページの回答欄に、あてはまると思う数字をご記入ください。 
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開き止め器具 

連結材 

ガラス 
飛散防止 
フィルム 

すべり止め 
シート 

スライド 

裏面の取っ手部 

問４ その他ご意見がありましたら、自由にお書きください。 

１　食器棚 

（イ）Ｌ型金具やベルト式器具で固定してありますか 

（ロ）伸縮ポールで突っ張り固定してありますか 

（ハ）足元にストッパー器具を併用していますか 

（ニ）ガラスに飛散防止フィルムを貼ってありますか 

（ホ）開き戸・引き出しの開き止め器具はつけてありますか 

２　タンス 

（イ）Ｌ型金具やベルト式器具で固定してありますか 

（ロ）伸縮ポールで突っ張り固定してありますか 

（ハ）足元にストッパー器具を併用していますか 

３　家電 

（イ）テレビ・パソコンの足を粘着マット式器具で接着していますか 

（ロ）テレビ・パソコンをベルト式器具で壁に固定していますか 

（ハ）レンジをベルト式器具で台に固定していますか 

（ニ）冷蔵庫をベルト式器具で固定していますか 

（ホ）吊り下げ式照明器具をワイヤーや紐で落下防止していますか 

 

問３ あなたのお住まいの家具等固定の実施状況を教えてください。 
各質問に「はい」または「いいえ」でお答えください。 

伸縮ポール 

＋ 

ストッパー器具 

チェーンベルト式器具・ベルト式器具 

粘着マット式器具 冷蔵庫の固定 照明器具の固定 

ストッパー併用 食器棚の固定 

タンスの固定 

L型金具 
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回答欄 
問１ 

問５ 問６ 問７ 

その他職種記入欄 

その他記入欄 

ご意見記入欄 

あなた自身のことについてお聞きします。 
※結果は統計としてまとめ、あなたの個人情報は使いませんので、以下の質問にぜひ

お答えください。 

 

 

問５　性別　①男性　②女性 

問６　年代　①～２０代　②３０代　③４０代　④５０代　⑤６０代　⑥７０代～ 

問７　職業　①会社員　②自営業　③公務員　④パート・アルバイト　 

　　　　　　⑤生徒・学生　⑥主婦・主夫　⑦無職　⑧その他職種（　　　　　　　） 

平成２７年１２月３１日 までにお近くのポストから郵送してください。ＦＡＸ（２４-４７５８）で
送っていただくこともできます。 

問合　地域・安全課防災Ｇ　内線２３２１・２３２２ 

問２ 

(イ)　　は　い ・ いいえ 

(ロ)　　は　い ・ いいえ 

(ハ)　　は　い ・ いいえ 

(ニ)　　は　い ・ いいえ 

(ホ)　　は　い ・ いいえ 

(イ)　　は　い ・ いいえ 

(ロ)　　は　い ・ いいえ 

(ハ)　　は　い ・ いいえ 

問３-３ 問４ 

(イ)　　は　い ・ いいえ 

(ロ)　　は　い ・ いいえ 

(ハ)　　は　い ・ いいえ 

(ニ)　　は　い ・ いいえ 

(ホ)　　は　い ・ いいえ 

問３-１ 問３-２ 

３５ 



津島市立込町２ー２１ 

津島市役所市長公室人事秘書課　行 

のりしろ  

の
り
し
ろ
 

の
り
し
ろ
 

３６ 

料
金
受
取
人
払
郵
便
 

津
島
局
承
認
 

 

2690
差
出
有
効
期
間
 

平
成
2８
年
１
月
 

1
0
日
有
効
　
  

（
切
手
不
要
）
 

4
9
6
8
7
9
0

山折り① 山折り① 

山折り②② 山折り② 

 



　　　　 

この日、手作りの楽しさを知ってもらおうと、「生か
そうみんなの手を」が開催されました。 
子どもたちは、ストラップ作りや木工のマガジンラ

ック作りに挑戦。慣れない金槌を握って苦労しなが
らも、自分だけの作品が出来上がると、大喜び。 
午後からは、遊びのコーナーも開催され、昔ながら
のコマ遊びや縄跳びに親しみました。青空の下で、
自分の手を使い、身体を実際に動かすことの楽しさ
を実感することができました。 

東小学校、北小学校、神島田小学校、総合保健福
祉センターの各場所で、震度６強の大地震が発生し
たという想定のもと、避難訓練、負傷者搬送訓練、心
肺蘇生訓練などが行われました。 
心肺蘇生訓練では、消防職員の指導を受けながら、

胸骨圧迫の方法などを学びました。 
もしもの時には、この日の訓練で学んだことを活
かし、地域の人同士で協力できたら良いですね。 

１５・１０・２５
天王川公園 

第４１回 
生かそうみんなの手を 

琴の津島市民活動団体である「美鶴会」に所属し
ている会員の方々が来校し、琴の演奏鑑賞会を開き
ました。 
あまり目の前で見たり聴いたりすることのないお
琴の生演奏。放課後子ども教室の児童は、美しい音
色に聞き入っていました。 
また、演奏終了後には、お琴を弾く体験もでき、日
本の伝統音楽に興味関心を広げる良い経験になっ
たことでしょう。 

今年で５９回目となる文化祭美術展が開催されま
した。日本画や洋画、工芸品など３０９点にのぼる作品
が勢揃い。それぞれに様々な趣向が凝らされていま
す。 
来場者は、近くに寄ってじっくりと鑑賞したり、離れ

たところから全体を眺めたり、思い思いの方法で作
品を楽しんでいる様子でした。 
 

１５・１０・３１ ～ 
１１・３（水・祝）
文化会館 

文化祭美術展 

１５・１０・２５
神島田小学校ほか 津島市総合防災訓練 

１５・１１・９
市立東小学校 

東小学校放課後 
子ども教室 
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